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開かれた町政を目指して開かれた町政を目指して
～情報公開制度利用状況～

～個人情報の保護に関する法律運用状況～

請 求 件 数 10件１

２

３

４ ０件

実施機関別内訳

６件
４件
０件
０件
４件
３件
１件
２件
０件

決定内容別内訳

審 査 請 求

町 長
教育委員会
議 会
農業委員会
公 開
部 分 公 開
非 公 開
不 存 在
存否不応答

令和７年度の個人情報の保護に関する法律の運用状況について
お知らせします。

令和７年度の情報公開制度の利用状況についてお知らせします。

　個人情報の保護に関する法律は、個人情報
の適正な取扱いに関し、個人情報の保護施策
の基本的事項を明確にして、個人の権利利益
を保護することを目的としています。
令和７年度の個人情報の保護に関する法律

の運用状況は、右記のとおりでした。

　情報公開制度とは、町民の皆さんの町政に
対する理解・信頼を深め、「より開かれた町
政」の実現のため、町の持っている情報を公
開する制度です。
令和７年度の情報公開請求の状況は、右記

のとおりでした。

◎問合せ　総務課文書法規係　☎（81）1807

◎問合せ　総務課管財係　☎（81）1809
　　　　　清掃センター　☎（82）3424

目　次

令和7年度決算報告

まちトピ

広島で平和の祈り
壬生町中学生平和派遣団

子育て支援センター 活動紹介

壬生町チャレンジショップ
出店者募集

Medical Town MIBU

ふくべたちのハロウィンナイト

各課からのおしらせ

子育て支援センター・
児童館からのおしらせ

図書館からのおしらせ

10月16日～11月15日カレンダー

表紙写真：８月22日（土）に開催されたふ
るさとまつりで打ち上げられた花火の写
真です。夜空に広がる大輪の花々は、壬
生の街を鮮やかに彩り、訪れた人々の目
を楽しませました。

８

18

45

42

41

20

34

28

16

12

３

０件

０件

０件

個人情報開示等の請求内容

個人情報開示等の請求件数

個人情報開示等請求の決定件数

審 査 請 求 の 件 数

No. 項　　　目 件　　　　数

令和９年１月20日（水）より

窓口・電話の受付時間変更のおしらせ窓口・電話の受付時間変更のおしらせ窓口・電話の受付時間変更のおしらせ
　令和９年１月20日（水）より、業務効率化の推進およびデジタル技術を活用した町民の利便性向上を
図る検討時間等を確保するため、下記施設の窓口時間および電話対応受付時間を変更（試行）します。

町役場本庁舎　稲葉出張所　南犬飼出張所
※各課にて来庁予約等をされている場合などは除く　

◯延長窓口
本庁舎（住民課、こども未来課、健康福祉課、税務課）
月曜日のみ　午前9時～午後7時

◯土日祝の当直業務（主に戸籍届出の受付や火葬証明書の発行業務等）
午前9時～午後4時30分

変更後の受付時間 午前９時～午後４時30分

町清掃センター
※ごみの搬入受付や申請手続き、電話での問合せ等、すべての窓口対応業務が対象

変更後の受付時間 平日：午前９時～午後４時30分    土曜：午前９時～正午
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合計１８９億２，６０４万７千円歳入の内訳

歳入の内訳
（財源内訳区分）
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和
７
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け
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併
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周
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町
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な
る
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計
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迎
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・
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，
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自主財源
45.4％

依存財源
54.6％

3

その他
703,279,201

地方交付税
2,448,181,000

県支出金
1,594,009,900

町債
1,221,800,000

地方消費税交付金
1,124,766,000

繰越金 613,972,473
繰入金 534,956,569
諸収入 462,868,787
使用料および手数料 193,997,089

（単位：円）

町税
6,556,871,721

国庫支出金
3,471,344,502

・地方譲与税
・寄附金
・法人事業税交付金
・株式等譲渡所得割交付金
・財産収入
・分担金および負担金
・配当割交付金 
・地方特例交付金
・ゴルフ場利用税交付金
・自動車税環境性能割交付金
・利子割交付金
・交通安全対策特別交付金

161,278,000
134,302,399
94,917,000
68,705,000
58,405,627
44,923,157
42,571,000
36,860,000
25,399,018
22,212,000
9,759,000
3,947,000

その他の内訳

・法人事業税交付金
・株式等譲渡所得割交付金
・配当割交付金
・地方特例交付金
・ゴルフ場利用税交付金
・自動車税環境性能割交付金
・利子割交付金
・交通安全対策特別交付金

0.5％
0.4％
0.2％
0.2％
0.1％
0.1％
0.1％
0.0％

繰越金  3.3％
繰入金  2.8％

依存財源：その他の内訳

諸収入  2.4％
使用料および手数料  1.1％

自主財源：その他の内訳
0.7％
0.3％
0.2％

・寄附金
・財産収入
・分担金および負担金

町 税
34.6％

国庫支出金
18.3％

地方交付税  12.9％

県支出金  8.5％

地方消費税交付金  6.0％

町債  6.5％

地方譲与税 0.8％

その他  1.2％

その他 1.6％



合計１８１億２，４８６万円

◆町民一人（一世帯）当たりの◆
町税負担額 

◆一般会計決算額の推移 ◆

R８.３.31現在 住基人口：37,934人
世 帯 数：16,917世帯

※それぞれの税目において小数点以下を四捨五入してい
るため、必ずしも合計と一致するものではありません

（単位：円） （単位：百万円）
22,000
21,000
20,000
19,000
18,000
17,000
16,000
15,000
14,000
13,000
12,000
11,000
10,000
9,000
8,000
7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

0
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

17,426
16,812

19,360
20,636

19,692
18,791

16,943 16,816
16,091

17,703
18,926

18,12517,426
16,812

19,360
20,636

19,692
18,791

16,943 16,816
16,091

17,703
18,926

18,125

歳入 歳出

4

76,962

84,981

3,444

7,461

0

172,849

172,577

190,558

7,722

16,733

0

387,591

一人当たり
の負担額

一世帯当た
りの負担額税金の区分

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

都市計画税

合　　計

・議会費 
・労働費

127,517,137
60,000

その他の内訳

（単位：円）その他
127,577,137

土木費
3,534,731,905

教育費
1,769,048,674

総務費
2,083,591,676

民生費
6,532,988,182

公債費
1,321,441,489

衛生費　1,016,804,566

商工費　618,025,370
農林水産業費　395,397,311

消防費　725,253,478

・積立金
・維持補修費
・投資および出資金・貸付金

2.1％
0.7％
0.7％

その他の内訳

繰出金　8.1％

投資的経費
17.2％

扶助費
23.5％公債費　7.3％

その他　3.5％

物件費
15.8％

補助費等
11.8％

歳出の内訳
（性質別経費）

人件費
12.8％

歳出の内訳



100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしました

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしました

（単位：千円）

40億9,710万７千円
220万円

38億1,373万２千円
6億8,205万４千円

1億6,119万円
-

1億6,070万５千円
884万６千円

39億3,591万７千円
220万円

36億5,302万７千円
6億7,320万８千円

会　　計　　名 差　　　引歳　　　出歳　　　入
国民健康保険特別会計
奨 学 資 金 特 別 会 計
介護保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

収益的収入

資本的収入
１億9,128万８千円

６億7,959万３千円
うち特別利益

収益的支出

※収支不足額
２億7,875万円

純利益（税抜）
9,009万１千円

5億6,529万２千円
うち特別損失
100万円0円

資本的支出
４億7,003万８千円

◆特別会計の決算状況◆

◆水道事業会計の決算状況◆

◆下水道事業会計の決算状況◆

収益的収入

資本的収入
10億6,516万６千円

18億7,985万５千円
うち特別利益

収益的支出

※収支不足額
５億9,207万円

純利益（税抜）
２億8,260万円

15億9,198万３千円
うち特別損失
161万４千円36万８千円

資本的支出
16億1,951万１千円

12,220,387
12,838,422

12,433,76112,519,875 12,487,48312,519,875 12,487,483

14,000,000

13,000,000

12,000,000

11,000,000

10,000,000

9,000,000

8,000,000

7,000,000

6,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

０ 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

5

 公共下水道事業債 
46億6,599万１千円

農業集落排水事業債
21億7,950万９千円

臨時財政対策債 
30億2,269万１千円

庁舎債
33億2,075万６千円

上水道事業債 
14億2,641万１千円

土木債
34億1,423万１千円

◆地方債現在高の推移◆ ◆地方債現在高（令和7年度末現在）◆

その他町債 
９億6,476万３千円

教育債
６億4,249万４千円

清掃債
10億6,882万６千円

その他町債 
９億6,476万３千円

教育債
６億4,249万４千円

清掃債
10億6,882万６千円

◆町民一人当たりの地方債負担額◆

年度

負担額

令和３年度

31万6千円

令和４年度

33万4千円

令和５年度

32万7千円

令和６年度

32万8千円

令和７年度

32万8千円



５４億１，５４５万６千円

町の所有に属するあらゆる財産のことで、土地や建物・有価証券などの公有財産、特定の目的のために積立や運用を行
う基金、金銭の給付を目的とする町の権利である債権、町が使用するために保管している備品や消耗品などがあります。
主な財産は次のとおりです。

　町が条例に基づき設置するもので、ある目的のために
財産を維持し、資金を積立てるための基金と、定額の資
金を運用するための基金の２種類に大別されます。

　年度間の財源のバランスをとることを目的とした積立
金で、ある年度に税金の収入が大きく減少したり、災害
の発生により突発的な支出が生じる場合などに備えて、
決算剰余金が生じた年度などに積み立てておく基金です。

　町の借金である地方債の返済に充てることを目的と
し、地方自治法に基づいて設置されている基金です。
この基金により、収入の減少があっても計画的に地方
債の返済を行うことができます。

　ある目的のために資金を積立てる基金の一つで、ま
ちづくり資金に充てるために設置されています。

財政調整基金　17億4，839万1千円

減債基金　5億7，090万2千円

まちづくり推進基金　7億4，447万2千円

基 金

建 物

出 資 に よ る 権 利

並 木 杉

土 地

　公有財産の一つで、公益法人や株式・有限会社等の
出資または出えんに伴う町の権利のことで、財団法人
等に対する出えん金も含まれています。

　特別天然記念物である日光杉並木街道を保護するた
め、平成10年度よりオーナーになっています。

　主なものとしては、総合公園、聖地公園、各小中学
校の敷地、総合運動場などがあります。

１，５０５，９０１.４６㎡

　主なものとしては、役場庁舎、清掃センター、おも
ちゃ博物館、町営住宅、各小中学校の校舎、中央公民
館などがあります。

１５０，１５１.６１㎡

１　本

２，２２７万８千円

水道事業会計
下水道事業会計

-
-

20.0
20.0

-
-
7.6
3.7

13.34
18.34
25.0  
350.0  

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

20.00
30.00
35.0  

平成19年６月、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が制定され、全ての地方公共団体におい
て平成19年度決算から財政指標（健全化判断比率および資金不足比率）の公表が義務付けられました。さら
に、平成20年度決算から早期健全化基準および財政再生基準、経営健全化基準を超える団体は財政健全化
計画等の策定が義務付けられ、早急に財政の改善に取り組むこととなりました。
ここでは、令和７年度決算に基づく町の健全化判断比率等の状況を報告します。

………… 一般会計等（普通会計）の実質赤字の標準財政規模に対する比率実 質 赤 字 比 率

………… 全会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率連結実質赤字比率
一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金および準元利償還金の
標準財政規模に対する比率…………実質公債費比率

地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき
実質的負債の標準財政規模に対する比率…………将 来 負 担 比 率

公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率資 金 不 足 比 率 …………

数値がこの基準以上になると財政健全化計画（経営健全化計画）の
策定が義務づけられ財政の改善に取り組むこととなります

早期健全化基準
（経営健全化基準） …………

数値がこの基準以上になると財政再生計画の策定が義務づけられ
確実な財政の再生に取り組むこととなります財 政 再 生 基 準 …………

「-」は赤字を生じていない等のため、数値は該当なしを表しています。

「-」は資金不足を生じていないため、数値は該当なしを表しています。

項　　　目 数 値 早期健全化基準 財政再生基準
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壬 生 町 の 財 産 町有財産町有財産町有財産

令和７年度健全化判断比率等の状況

公営企業会計 数 値 経営健全化基準
●健全化判断比率 ●資金不足比率

用
　
語
　
の
　
説
　
明



●議　会　費 127,517千円

●総　務　費 2,083,592千円

●民　生　費 6,532,989千円

●衛　生　費  1,016,804千円

234,813千円●農林水産業費 395,397千円

●消　防　費 725,253千円

●土　木　費 3,534,732千円

●教　育　費 1,769,049千円

●商　工　費 618,025千円

1,019千円

60,447千円

1,380千円

8,436千円

56,115千円

89,289千円

298,541千円

95,709千円

284,751千円

446,528千円

153,239千円

562,898千円

66,733千円

22,355千円

1,003,688千円

296,933千円

1,326,675千円

24,758千円

18,397千円

753,606千円

7,382千円

6,290千円

20,614千円

23,346千円

109,160千円

187,959千円

59,204千円

23,614千円

67,997千円

749千円

議会ICT化推進事業

ふるさと応援寄附金推進事業

東京サテライト事業

第７次総合振興計画等策定事業

物価高騰対策応援券配布事業

標準準拠システム移行事業

定額減税補足給付金支給事業

物価高騰対策住民税非課税世帯支援事業

国民健康保険特別会計繰出金

後期高齢者医療費

後期高齢者医療特別会計繰出金

介護保険事業特別会計繰出金

就労支援施設維持管理事業

障害児通園ホーム維持管理事業

障害者自立支援給付事業

障害児通所給付事業

子どものための教育・保育給付事業

一時預かり事業

病児保育事業

児童手当扶助事業

入学準備子育て応援券配布事業

結婚新生活支援事業

放課後児童クラブ施設整備事業

妊婦のための支援給付事業

物価高対応子育て応援手当支給事業

こども医療費助成事業

成人予防接種事業

母子健診事業

母子予防接種事業

脱炭素化推進事業

28,646千円

30,925千円

5,725千円

3,409千円

9,900千円

50,121千円

202,692千円

10,522千円

60,925千円

211,149千円

191,477千円

69,432千円

121,435千円

52,871千円

223,069千円

64,756千円

60,926千円

864,712千円

6,982千円

6,259千円

116,389千円

76,398千円

25,824千円

33,339千円

234,126千円

152,875千円

10,991千円

43,516千円

新規就農者支援事業

下稲葉地区圃場整備推進事業

上稲葉地区圃場整備推進事業

安塚・上長田地区圃場整備推進事業

七ツ石地区圃場整備推進事業

恵川浚渫事業

みぶ中泉産業団地整備事業

新産業団地整備事業

おもちゃ博物館維持管理事業

町道修繕事業

重要物流道路改良事業

町単独道路整備事業

壬生PAスマートIC整備事業

コミュニティバス“みぶーぶ”運行事業

六美町北部土地区画整理支援事業

国谷駅前広場整備事業

総合公園維持管理事業

みぶハイウェーパークリニューアル整備事業

消防団用IP無線配備事業

通信設備更新事業

学力向上支援事業

小学校施設改修等工事

体育館空調機設置事業

みぶっ子すくすくランチサポート事業

情報教育推進事業

中学校施設改修等工事

英語力向上推進事業

運動場維持管理事業

令 和 ７ 年 度 の 主 な 事 業 実 績（一般会計）
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富山　幹太郎　氏　（株式会社タカラトミー名誉会長）
鳥居　忠明　氏　　（壬生藩旧藩主鳥居家第16代当主）
奥田　泰久　氏　　（獨協医科大学学長）

壬生・ふるさと特別夢大使

壬生・ふるさと夢大使

とみやま かん た ろう

とり い ただあきら

おく だ やすひさ

相樂　亨　氏　　　（元FIFA国際副審）
戸崎　圭太　氏　　（日本中央競馬会所属騎手）
栗原　英雄　氏　　（俳優）
駒﨑　茂　氏　　　（リオ・パラリンピックボート競技日本代表選手）
サトウヒロコ　氏　（シンガーソングライター）
安納　なお　氏　　（歌手）

さ がら とおる

こまざき しげる

さ　と　う ひ　ろ　こ

あんのう

と さき けい た

くりはら ひで お

　町の発展や振興に大きく貢献いただいている方に敬意を
表し、特別夢大使に委嘱します。

壬生・ふるさと特別夢大使とは

壬生・ふるさと夢大使とは

壬生・ふるさと特別夢大使とは

壬生・ふるさと夢大使とは
　壬生町出身または町にゆかりがあり、文化、芸術、スポ
ーツ、経済、芸能等の分野において町内外で活躍している
方々の中で、町の魅力を全国に発信し、PRおよびイメー
ジアップを図るとともに町の振興や活性化の推進に協力い
ただける方を壬生・ふるさと夢大使に委嘱します。

協医科大学学長である奥田氏が、この度「壬生・
ふるさと特別夢大使」に就任しました。獨協医科

大学は、本町が推進する「健康長寿のまちづくり」の
重要なパートナーであり、これまでも「みぶまち・獨
協健康大学」などの町の施策に協力いただいていま
す。奥田氏の特別夢大使就任により、町民の健康増進
に係る事業のさらなる推進に加えて、「メディカルタ
ウン」としての町の歴史や文化等の魅力の発信が期待
されています。

獨
奥田泰久氏が新たに「壬生・ふるさと特別夢大使」に就任しました
おく だ やす ひさ

左から　奥田氏　小菅町長
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月29日（水）に（株）THE TOCHIGI CITY UNITED大栗崇司代表取締役社長、栃木シティフットボールクラ
ブの今矢直城監督、奥井諒主将が、８月９日（日）から開催される明治安田J２リーグ開幕前の決意表明に訪

れました。
　昇格元年で栃木県勢初のJ１リーグ昇格を目指していること、J２リーグを戦い抜く厳しさ、チーム全体が同じ
目標に向かって戦うメンタルの大切
さなどそれぞれ意気込みを語った
後、櫻井副町長、田村教育長からは
Jリーグでの更なる活躍を期待し、
激励の言葉を贈りました。

※町は、令和４年６月からホームタ
ウン連携協定を締結しています

７
おお くり  たか  し

いま　や　なお　き おく　い　りょう

左から　奥井主将　田村教育長　大栗代表取締役社長　櫻井副町長　今矢監督　太田教育次長

決意表明に訪れました
栃木シティフットボールクラブ がJ２リーグ開幕前に
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準優勝
月10日（月）に田村さん（わたらせRC所属）が５
月９日（土）・10日（日）の２日間にわたり開催

された全日本社会人ローイング選手権大会男子ダブル
スカルＢ1,000ｍにおいて準優勝を果たしたことの
表敬訪問をしました。
　田村さんは、国民スポーツ大会などの競技会に栃木
県代表として出場していて、訪問当日は、ローイング
競技の魅力や日頃のトレーニング方法、仕事をしなが
らでも競技に参加ができることを浸透させていくこと
を目標にするなど今後の活動や意気込みを力強く語り
ました。
　小菅町長、田村教育長からは、仕事をしながら競技
に臨むことは、容易なことではなく、田村さんの目標
に向け取り組まれる姿勢は、大変素晴らしいものであ
り、今後の活躍も期待していると応援のメッセージを
送りました。

田村海斗さん 第76回全日本社会人ローイング選手権大会
た むら かい と

の    はら

準優勝
男子ダブルスカル ８

と だ
左から　県ローイング協会戸田会長　小菅町長　田村さん　田村教育長

 ローイング競技とはスタートからフィニッシュまで艇がいかに速くたどり着くかを競う競技です。また、選手は、進行方

向とは逆向きに座りながらオールを漕いで進む珍しい競技です。ダブルスカルとは、２人でオールを右手と左手に１本ずつ持って漕ぐ種目です。
【ローイングの競技紹介】
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　以下の団体より、子育て・福祉のために役立ててほしいと寄附がありました。寄附
株式会社ヘアーサロン・ラッキー 代表取締役　茂櫛　正明　様・・・・・・・・・・・2,000,000円

も　ぐし まさあき

内在住で、詩人・作家として活躍している野原にじうお様から、
「子ども達が本や詩に親しむ機会となるよう、読書活動の一助と

して活用いただきたい」と、各小中学校に自身の著書等13点の図書を
寄贈いただきました。

町

野原にじうお様より
図書を寄贈いただきました

本さんは、10月22日（木）～25日（日）に開催される世界カヌー
マラソン選手権の日本代表に選出されたことの報告のため表敬訪

問をしました。
　坂本さんは、高校生の頃からカヌー競技をはじめ、国内大会でも、優
秀な成績を収めています。進学後もカヌー競技を続け、この度2026世
界カヌーマラソン選手権の日本代表に選出されました。
　表敬訪問では、坂本さんは世界大会に臨む際の戦略やカヌーのセッティ
ングの重要性、日頃のトレーニング方法について語り、小菅町長、田村
教育長からは、今後の更なる活躍へのエールを送りました。

坂

左から　小菅町長　坂本さん　田村教育長

坂本莉空さん（公社）日本カヌー連盟2026世界カヌーマラソン選手権
さか もと り く

日本代表に選出

 カヌー競技は、選手が艇の進行方向に向いて座り、パドルを漕ぐ競技です。
　カヌーマラソン種目は川、湖、河口、海などを組み合わせて設定されたコースで行われ、その名のとおり、長距離を漕ぐレースですが、概ね３㎞の周回コース内
に人工のポーテージ（陸路運搬80ｍ～100ｍ）を設定して漕ぐ＋艇を持って走るスタイルで行われる競技です。

【カヌーの競技紹介】
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受賞
月２日（水）県総合文化センターサ
ブホールにて栃木県公衆衛生大会

の授賞式が行われました。この大会にお
ける表彰は、多年にわたり県における公
衆衛生事業の発展のため献身的な活動を
続けてして、その功績が特に顕著である
ものを表彰するものです。
　町では、栄養改善部門において食生活
改善推進員の大橋美和子氏が知事表彰
を、母子保健部門において、母子保健推
進員の廣澤のぶ江氏、齋藤敦子氏が大会
長表彰を受賞されました。

９

おおはし み わ こ

ひろさわ え さいとうあつ こ

左から　齋藤氏　廣澤氏大橋氏

 スノーボード競技には、「ハーフパイプ」「ビッグエア」「スロープスタイル」「スノーボードクロス」「パラレル大回転」
の５つの種目があります。

　スノーボードクロスは、複数の選手が同時にスタートし、バンク（傾斜）やジャンプ、ウェーブが連続する難コースを滑り降りながらゴールラインを通過する競
技です。また、選手同士が肩を並べて激しく競り合う「雪上の格闘技」とも称される種目です。

【スノーボードクロスの競技紹介】

田さん（南犬飼中学校２年生）が、（公財）日本スキー・スノーボード
連盟スノーボードクロス2026/2027シーズン日本代表に選出さ

れたことの報告のため表敬訪問をしました。
　弓田さんは、3歳の頃からスノーボードをはじめ、現在は、小山市ス
キー協会に所属し、活動しています。
　表敬訪問では、オフシーズンでのトレーニングを非常に大切にしてい
て、所属している陸上競技部での活動や自宅でのトレーニングにも力を
入れていると語りました。
　小菅町長、田村教育長からは、自分を信じてこれからも練習に励んで
ほしいと激励の言葉を送りました。

弓

左から　小菅町長　弓田さん　田村教育長
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弓田梨々紗さん（公財）日本スキー・スノーボード連盟（SAJ））スノーボードクロス
ゆみ た り り さ

2026/2027シーズン
日本代表に選出されました

知事表彰および
大会長表彰 受賞第66回栃木県公衆衛生大会
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月11日（土）におもちゃのまち第一児童公園で緑町二丁目自治会（井上辰司会長）が「夕涼み会」を開催し
ました。

　近隣の緑町一丁目～四丁目自治会、若草自治会にも声掛けを行ったことで、当日は約100名が参加し、自治
会発足60周年記念行事（タイムカプセル掘り起こし）のあと、輪投げやペットボトル倒し、ビンゴゲーム大会な
どを楽しみました。
　また、模擬店販売では中学生に協力してもらうなど、大人も子供も一緒に夕涼み会を盛り上げ、最後は許可を
得ての安全な花火大会で締めくくりました。
　緑町二丁目自治会では、今後も多くの人たちに自治会行事に参加してもらえるよう、近隣自治会と協力しなが
ら活動していきたいと考えています。

7
いのうえたつ じ

夕涼み会を開催しました緑町二丁目自治会 で

野保護区保護司会壬生町分区と壬生町更生保護女性会は、町内の小中学校・高等学校を訪問し、“社会を
明るくする運動”や薬物乱用防止の啓発品を各校に贈呈しました。さらに、地域のボランティアである保

護司が講師となり、更生保護や保護司の役割について、子どもたちと直接交流しながら学ぶ出前授業を実施しま
した。子どもたちの健全な成長を地域全体で支え、安心安全な社会を育むための大切な機会となりました。

下

学校訪問し、青少年の健全育成を支援しました学校訪問し、青少年の健全育成を支援しました学校訪問し、青少年の健全育成を支援しました
下野保護区保護司会壬生町分区  壬生町更生保護女性会 が

月13日（月）壬生町青少年クラブ協議会戸崎和磨会長と会員10名で、壬生寺保育園とメリーランド保育園
を訪問し、町の特産品であるかんぴょうの加工技術を体験する「かんぴょう剥き体験」を実施しました。

　園児たちは会員のかんぴょう剥きを見学した後、実際に挑戦しました。また、ゆうがおを持ったり、かんぴょ
うや剥き終えたゆうがおに直接触ったりするなど初めての体験におおはしゃぎでした。

７

かんぴょうむき体験壬生町青少年クラブ協議会 による
と さきかず ま

11
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広島で平和の祈り

　昨年度に続き、第９回目の壬生町中学生平和派遣事業が、８月５日（水）～７日（金）の３日間の日程で
下野市と合同で実施されました。町からは壬生中学校・南犬飼中学校の２年生が各２名ずつ派遣されま
した。
　この事業は、戦争を知らない若年層への平和意
識啓発のため、次代を担う中学生に平和記念式典
への参加や原爆ドーム・平和記念資料館等の見学
を通して、平和の大切さ、生命の尊厳について学
んでもらうことを目的に実施しています。
　後日、町長との懇談会を実施し、学んできた内
容を報告しました。

壬生町中学生平和派遣団

灯篭流し体験

町長への報告千羽鶴奉納原爆ドーム

被爆体験伝承講話 平和記念資料館見学
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広島で平和の祈り　壬生町中学生平和派遣団

当たり前の日常を未来へつなぐため
壬生中学校　２年　渡邉　健太

　僕が広島平和派遣事業に興味を持ち始めたのは、中学１年生の夏休みでした。戦争について調べたことがき
っかけです。そのとき、自分の家が立つ場所が、かつて「旧陸軍飛行学校」の敷地だったと知りました。祖父
と地域を回り遺構を実際に見て、戦争は遠い昔の出来事ではなく、自分の暮らす場所にもあったものだと感じ
ました。更に調べ、壬生飛行場で訓練していた陸軍特別攻撃隊「第23振武隊」の伍井芳夫隊長が家族に宛てた
手紙を桶川飛行学校平和祈念館で読みました。一人の兵士にも大切な家族や日常、その先の人生があったはず
なのに、戦争で命が失われた事実に胸が締め付けられました。そんな恐ろしい戦争について、自分の目で見て
もっと詳しく学びたいと思ったことが、この派遣事業に参加した理由です。
　初めて原爆が投下された広島を訪れ、僕は「普通の人の日常」が一瞬にして奪われたことに衝撃を受けまし
た。広島平和記念資料館では、原爆投下前後の写真や被爆した子どもたちの焼けた制服を見ました。家族との
時間や学校生活などの日常が、昭和20年８月６日午前８時15分、たった一発の原子爆弾によって一瞬にして
奪われました。生き残った人たちも長く病気に苦しんだことを知り、原爆は街だけでなく、一人ひとりの夢や
未来まで奪っていく恐ろしさがあると知りました。
　８月６日の平和記念式典では、参加者全員で黙祷を捧げ、平和の歌を聞きました。原爆死没者慰霊碑に刻ま
れた言葉も心に残りました。
　自分の家に残る戦争の跡、家族への言葉、広島で見た原爆の被害は、すべて「戦争によって奪われた」とい
うことでつながっています。僕は今回の派遣を自分だけの経験で終わらせず、周囲に正確に伝えていきます。
　そして、今の日常を大切にし、平和について考え続けていきたいです。

わたなべ　　けん た

繋がれた今を生きるための使命
壬生中学校　２年　福島　志織

　今年で戦後81年。薄れゆく原爆の記憶と恐ろしさを自分の目で確かめ、未来に受け継ぐために中学生平和研
修派遣事業に参加しました。この３日間は、多くの学びを得ることができたとても貴重な時間となりました。
　１日目は被爆体験講話を聴き、平和記念資料館を見学しました。講話では、原爆によっていつもの広島の風
景、来るはずだった未来、一人一人の夢や希望が一瞬で奪われてしまったということを知り、言葉を失いまし
た。資料館では、更地と化した広島の写真、焼け焦げたお弁当箱、被爆者が描いた被爆日の光景などの資料を
目にしました。このような悲劇がかつて実際に起きたことだとは、とても信じられませんでした。
　２日目は、平和記念式典に参列しました。式典には国外からの参列者も数多くいました。国境という壁を越
え、原爆の記憶を未来に受け継ぐために、広島の地を訪れることの重要性を感じました。式典で行われたこど
も代表２名による「平和への誓い」では、自分のすべきことを改めて自覚しました。誓いの言葉を聴き、平和
への一歩を踏み出すために、まずは家族や友人に伝え、共に考えることから始めてみようと思いました。
　３日目は千羽鶴を奉納し、袋町小学校平和資料館を見学しました。私たちの折った鶴が平和な世界を築く架
け橋となることを祈っています。資料館では、被爆者も私たちと同様に当たり前の日常を送っていたことを、
改めて感じました。視聴した映像に、ご遺族が壁面に残された伝言を見つけるシーンがありました。それらに
は、被爆者の会いたいという願いや無事を願う強い思いが込められていると感じました。
　この派遣に参加させていただいた感謝を胸に、原爆の記憶を風化させることなく未来へ受け継ぐという使命
を果たします。あの悲劇を繰り返さないために、繋がれた一歩からさらに進められるよう精進していきます。

ふくしま　　 し  おり
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広島で平和の祈り　壬生町中学生平和派遣団

平和な未来を創るために
南犬飼中学校　２年　五十嵐　理佐子

　「広島がなくなった」これは被爆証言者梶本淑子さんの言葉です。地獄と化した当時の姿からは想像もでき
ないほど、今の広島は復興を遂げ栄えて見えました。戦後81年が経過した広島を訪れ、私は平和の大切さや、
被爆された方々が伝えてきた思いに、今回の派遣を通して深く向き合いました。
　初日に訪れた平和記念資料館。原爆がもたらした悲惨な被害を物語る資料は、単なる過去の歴史ではなく、
あの日まで普通に生きていた人々の生活そのものでした。写真や遺品から伝わる当時の恐怖や苦しみは想像を
絶し、その場に立ち尽くすほど胸が締め付けられました。絶望の底にあっても命をつないでくれた人々のおか
げで今こうして私たちが平和に暮らせているのだと強く実感しました。
　８月６日、123カ国の代表者を含む約５万人が参列した平和記念式典。世界中で緊迫した情勢が続く中、国
境や立場を越えてこれ程多くの国の代表が広島に集まり、犠牲者を悼み、平和を誓い合いました。この事実
は、世界中の人々が「平和」という共通の希望を抱いたという証だと思います。
　しかし、今もなお世界では核兵器保有や軍事侵攻などが続いており、平和な世界とはかけ離れた現実に心が
痛む日々です。核兵器廃絶を願う行動はどうしたら報われるのでしょうか。
　被爆者の高齢化が進み、直接講話を聴く機会が減っていく中で、被爆体験伝承者から「平和のバトン」を受
け継ぐことが今の世代を生きる私の使命だと感じました。
　私たちが何気なく過ごしている平和な毎日に感謝し、「二度とあのような悲劇を繰り返してはならない」と
いう被爆者の方々の強い思いを胸に、この平和研修派遣で学んだことを今の若い世代の人々に伝えていきま
す。
　また、平和のためにできる小さな行動を積み重ね、平和な未来を創る一歩を踏み出していきたいと思いま
す。

いがらし　　　 り　さ　こ

平和へ一歩ずつ
南犬飼中学校　２年　松下　陽哉

　僕は小学校の頃に広島の原爆について少し学びましたが、「戦争は恐ろしい、平和は尊い」というようにし
か、認識していませんでした。しかし、僕は今回の広島派遣で、目を疑うものを見ました。
　１日目の平和記念資料館では、真っ黒なお弁当箱、それと同じように、不自然なほどに変色した顔、背中の
大半の皮膚がただれている人の写真などを見ました。今まで道徳の時間などで知ったつもりになっていたけれ
ど、実際に行ってみたからこそ学べることは、とてもたくさんありました。また、初めて実際に原爆ドームを
見たのもこの日でした。思ったより大きい建物で、この建物が容赦なく破壊されたと考えると、やはり原爆は
恐ろしいと、改めて感じました。
　２日目の平和記念式典では、暑い中多くの人が参列していました。代表の小学生による平和への誓いでは、
大切なものが一瞬で消えてしまうその悲惨さが訴えられ、戦争から81年経ち、被爆者が減った今だからこそ、
もっと一人一人が平和の大切さを伝えることがとても重要であるということを知ることができました。
　３日目は、袋町小学校平和資料館に行きました。そこには、原爆によって黒くなった壁に、チョークで家族
が今どこにいるかを聞く文章が、壁一面に書かれていました。原爆により大切な人と離れ離れになり、目の前
で人が亡くなっていき、「会いたい」と思う感情がどんどん大きくなっていたことが感じられました。
　袋町小学校平和資料館にあった作文にも書かれていた、当時の平和への誓いの1文、「平和の逆は、平和へ
の無関心です。」という言葉に、僕は共感しました。平和への関心を世界中の全員が持っていれば、戦争も無
くなると思ったからです。家族、友達、多くの人に、少しずつ原爆の本当の恐ろしさを伝えていき、平和で戦
争がない世の中へと、一歩ずつ進み、目指していこうと思います。

まつした　　はる や
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町教育委員会生涯学習課町教育委員会ウェブサイトでもふ.る.るMibuJLCによる地域活動の情報を発信しています

第36号 2026年10月
発行：町教育委員会事務局生涯学習課
〒321-0292 壬生甲3841番地1
☎（81）1873／FAX（82）0935
メール　gakusyu@town.mibu.tochigi.jp

広報紙版

通信

クラブ版クラブ版

ジュニアリーダースクラブ

J L C

　８月６日（木）～21日（金）に、町内の小学校にある各
学童クラブへ訪問しました。
　JLCでは、８月の学童訪問に向けて、６月から企画
や準備をしてきました。今回は「なぞなぞ遊び」、「凧
あげづくり」、「オセロゲーム」、「ドッジボール」、
を実施しました。
　参加した会員からは「小学生のアクティブさを改めて
感じることができました。みんな元気で楽しそうにして
いてよかったなと思いました。」「久しぶりに小学生た
ちと遊んだけど、小学生達はみんな元気でこっちも元気
になりました。」「自分たちが企画した遊びで笑顔に
なってくれたことがとても嬉しかったです！」「みんな
が笑顔で遊んでくれて嬉しかったし、夏の思い出になっ
てくれたらいいなと思いました。」などの感想がありま
した。
　また、小学生からも「今日は中学生高校生と一緒に遊
べて楽しかった」、「また来てほしい。」など、嬉しい
感想をたくさんいただきました。

　ふ.る.るMibuJLCでは、中高生が自分たちで企
画や準備を行い、町のイベントなどでの出店や、
会員同士、地域の人との交流を通して、自らのス
キルアップを図るなど、地域に根ざした活動を展
開しています。現在96名が加入していて、地域の
人と人を結ぶ架け橋となるような活動を目標に、
様々なアイデアを出し合っています。
　～令和８年度役員報告～（敬称略）

会　　長：坂本奈穂

副 会 長：大塚俐奈、中村風雅

書　　記：渡邉心絆、松下陽哉

会　　計：小島佳苗、川中子蒼一郎

会計監査：髙田美代子

事務局長：大島花音

さかもと  な　ほ

おお つか  り　な なかむら ふう が

わたなべここ  な まつしたはる や

こ  じま  か  なえ かわ  な　ご  そういちろう

たか  だ　 み   よ    こ

おおしま  か  のん
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場所：壬生甲3843番地1
　　　（町保健福祉センター内）
☎（82）3309
月～土　午前９時～午後４時30分

場所：安塚1179－１
☎（86）0132（遊びの広場・ファミサポ）
☎（25）7773（一時預かり・利用者支援相談）
月～土　午前９時～午後４時30分

　子育て支援センターは、０歳から
就学前の児童とその保護者が気軽に
利用できる施設です。

子育て応援しています！
ひ よ こ つ ば め

　ひとりで子育てに悩んでいませんか？地域の子育て仲間と繋がり、心を寄り添いながら
一緒に楽しく子育てしましょう。ひよことつばめが子育てを応援します！

子育て支援センター 活動紹介

骨盤ストレッチ教室

パパとママ一緒のベビトレヨガ

消防署に行こう！

バンダイミュージアム

ベビーマッサージ

バランスボールダンス
交通安全教室

父と子のフィットネス

縁日ごっこ 親子ベビトレヨガ

ポケットさんの人形劇
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◯受付時間

◯料　　金
◯主な活動

月曜日～金曜日　午前９時～午後４時30分
※事前に登録が必要です
・平日　午前７時～午後７時　　１時間700円
・土日祝日等　上記以外の時間　１時間800円　
・車代　町内200円　町外300円
・保育施設や習い事の送迎・急用時の預かり
・保護者のリフレッシュ等の預かりなど
　軽易でかつ短期的、補助的な援助が基本です。
　相談してください。
◎問合せ　☎（86）0132

★つばめ事業について★

町ファミリー・サポート・センター《子育てを頑張っている保護者の皆さんのお手伝いをします》

～安全と安心の為に～
万が一の事故に備え、

会員は補償保険に加入します。
保険料はセンターが負担します。

協力会員 募集中！
　手伝いをしてくれる協力会員を募集していま
す。協力会員は有償ボランティアです。できる
時に、できる範囲でお手伝いいただきます。ぜ
ひ連絡をお待ちしています。

☎（86）0132

◯受付時間
◯保育時間
◯保育料金
◯利用回数
※事前に登録（面接）が必要です
①書類の受取・記入（書類はこども未来課・乳幼児健診会場・子育て支援センターつばめ・ひよこにあります。
　また、町公式ウェブサイトからダウンロードも可能です。）
②面接予約　③面接・登録完了　④利用

町内在住で保育園や幼稚園に在籍していない月齢４か月～３歳までの健康な乳幼児
月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
1日2,000円　利用時間が４時間以下の時は1,000円　　　　　　　
お子さん１名につき月５回まで

一時預かり保育事業《保護者のやむを得ない事由、リフレッシュ等、一時的な預かり保育をします》

◯対 象 児 童
◯利 用 料 金
◯利用の流れ

◎問合せ　☎（86）0132

保育園等に通っていない０歳児（生後６か月～）　※年齢は４月１日時点です
１時間300円／月10時間まで
①利用認定申請　②認定（町）　③初回面談予約、面談　④利用予約　⑤利用
※月10時間の枠内で、時間単位で柔軟に利用可能です

こども誰でも通園制度《働き方やライフスタイルにかかわらず、すべての子育て家庭を支援する制度です》

　Ｒ７年度から３歳までの未就園児を対象に一時預かり無料利用券（４か月、10か月、１歳６か月健診の案
内に同封）を配布しています。ぜひ利用してください。
◎申込・問合せ　☎（25）7773

利用申請はこちら

◯利用日時
◯相談方法

※相談は無料で、相談内容の秘密は守ります
◎問合せ　☎（25）7773

月曜日～金曜日　午前９時～午後４時30分
・子育て支援センターつばめ相談室　・遊びの広場
・子育て支援センターひよこや児童館でも受け付けします。

利用者支援員事業《利用者支援員が子育てや入園に関する相談に応じます》



　

町公式ウェブサイト・
募集要項はこちら↓
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チャレンジショップとは

あなたの夢を叶えるため、開業への一歩を踏み出してみませんか？

　「自分のお店を持ちたい！」「ハンドメイドを販売するお店を始めたい！」
「起業にチャレンジしたい！」などを考えている皆さんに、一定期間店舗を
運営する場を提供し、経営の実践ノウハウを学んでもらい、スムーズな開業
ができるよう支援するお店です。

募集業種
○小　売　業
○製造小売業
○サービス業

「ふらっと壬生テラス」

壬生町チャレンジショップ

出店者募集!

募集期間 10月13日（火）～11月11日（水）

出店場所 「ふらっと壬生テラス」町民活動支援センター１階
（通町12-22）

募集店舗 １店舗
42.37㎡簡易厨房（ＩＨ・ガス設備なし）　Wi-Fi環境あり　トイレ共同

出店期間 ６か月（最大６か月の更新あり）
開業開始は、令和９年４月を予定しています。

応募方法 募集要項を確認のうえ、「出店申請書」・「事業計画書」に記入し、町商工観
光課へ持参するか、郵送またはEメールで提出してください。

そ の 他 出店申請書、募集要項等は町公式ウェブサイトよりダウンロード
または町商工観光課窓口にて配布します。
※提出いただいた書類等は返却しません

選考方法 提出いただいた申請書等の〈書類審査〉および〈面接（プレゼンテーション）〉に
より出店者を決定します。
面接日は11月16日（月）を予定しています。
面接時間については、申請書等を提出いただいた際に連絡します。
※面接日は応募者数等により変更となる場合があります

費　　用 10,000円／月　光熱水費を含みます。

応募要件 ◯18歳以上の個人、団体または法人
◯町内で新たに創業を考えている方、創業してから５年未満の方、新たな事業
　（第２創業）を考えている方
◯１日４時間以上かつ週４日以上自主性をもって事業ができる方
◯チャレンジショップ終了後、町内で開業する意欲のある方
◯事業を開始する１週間前までに、保健所その他関係機関へ必要な届出を行い
　許認可等を取得できる方
※他の要件については、町公式ウェブサイト・募集要項を確認してください



チャレンジショップ
コミュニティカフェ

店舗入口

貸出可能な設備・備品等
・ラック・テーブル・冷蔵庫・オーブンレンジ
・有孔ボード、ホワイトボードパネル・A型ボード 等

出店までのスケジュール

チャレンジショップ情報

◯募 集 期 間　10月13日（火）～11月11日（水）
◯出店者決定　11月下旬（予定）
◯出店（オープン）　令和９年４月（予定）
※令和９年２月頃からチャレンジショップ内での出店準備が可能となる予定です

◯面 接 選 考　11月16日（月）
※面接時間は応募時に連絡します
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建物外観

チャレンジショップ店舗

たいらや壬生店

ショップ内（入口から）

厨房

ショップ内から◎問合せ　商工観光課商工振興係　☎（81）1845

◎問合せ　総合政策課企画調整係　☎（81）1813

登録者募集統 計 調 査 員
　国が実施する各種統計調査の調査活動を行う統計調査員登録者を募集しています。各種統計調査実施毎
に調査員登録者の中から依頼をします。
◆統計調査員の主なしごと
　・調査員事務説明会に出席
　・調査関係書類（名簿、地図など）の作成
　・調査対象者（世帯、会社等）への「調査票」の配付と記入依頼
　・「調査票」の回収および点検、提出
※基本的に徒歩または自転車での調査活動が可能な範囲で依頼します
◆統計調査員の身分・報酬
　・調査の都度任命される「非常勤の公務員」です。
　・任命期間は、おおむね２か月程度ですが、調査によっては１年を超えるものもあります。
　・報酬額は調査により異なりますが、おおむね月額２～３万円程度です。
◆申込方法
　下記または二次元コードから申込んでください。

申込フォーム
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Medical Town
MIBU

壬
生×

獨
協

教え て ！   柴 田 教 授

　お母さんと赤ちゃんに大きなリスクがある妊娠・出産「ハイリス
ク妊娠」に対して、産科と新生児科が24時間体制で高度な医療を提
供する、栃木県の中核的な周産期医療施設です。産科婦人科の中
で、産科医療を提供する部門です。

　「ハイリスク妊娠」には、多胎、切迫早産、妊娠高血圧症候群な
どの異常妊娠、持病をお持ちの合併症妊娠、赤ちゃんに発育異常や
病気がある場合、母児に緊急の処置が必要な場合などがあります。
このため、病院内の様々な診療科と24時間連携し診療を行っていま
す。また、地域の産婦人科の先生とも緊密な連携をとっています。

　「ハイリスク妊娠」についてご心配があればどんな事でも、かか
りつけの産婦人科の先生に相談していただき、24時間いつでもサ
ポート致します。また、産後ケア事業として、出産後のお母さんと
赤ちゃんが安心して自宅での生活に移行できるよう、助産師を中心
に支援する取り組みも行っています。

　壬生町は、豊かな自然と穏やかな住環境が魅力的な町だと思い
ます。子育て支援や教育環境も整い、地域の温かいつながりを感
じます。温かい皆様に支えられ、やりがいのある職場ですばらし
い産科婦人科の仲間と総合周産期母子医療センターで働くことが
でき、九州からきて本当に良かったと思います。

総合周産期母子医療センターの皆さん（産科婦人科医師を含む）

プロフィール
福岡県　北九州市出身
～経歴～
H８.３

H15.７

H22.10

H26.４

R２.４
R５.４

産業医科大学医学部
卒業
米国ピッツバーグ大学
留学
環境省エコチル調査産業医科大学
サブユニットセンター特任准教授
産業医科大学病院総合周産期
母子医療センター室長
産業医科大学准教授
獨協医科大学 産科婦人科・
総合周産期母子医療センター
学内教授
現在に至る

〒321-0293
北小林880番地
☎（86）1111（代表）

獨協医科大学病院
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協
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科
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協
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そ
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て
自
身
の
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康
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つ
い
て
考
え
る
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っ
か
け
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
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ま
す
。
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　なるほど。獨協医科大学病院は県内の周産期医療の要とし
て重要な役割を担っているんですね。
　医療機関との連携方法など、迅速に対応するためにどのよ
うな取り組みを行っていますか？

　総合周産期母子医療センターとは具体的にどんなところな
のでしょうか？獨協医科大学病院には産科婦人科もあります
が、違いはあるのでしょうか？

　壬生町にセンターがあるのは安心しますね。
　妊娠中・育児中に不安を感じた際のサポート方法など、安
心に繋がるお話があれば聞かせてください。

　最後に壬生町の印象・好きなところを教えてください。



10月マイナンバーカード交付・申請日程

◎問合せ　住民課　☎（81）1824　受付時間　平日午前８時30分～午後５時15分
※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、年末年始（12月29日～1月3日）は除きます

※月曜日の午後５時15分～７時および休日は本庁のみでの受付となります
※休日はマイナンバーカード以外の業務は対応していません

受付日 受付時間
月曜日
火曜日～金曜日

10月10日（土）

午前８時30分～午後７時
午前８時30分～午後５時15分

平 日

休 日 午前９時～11時30分

マイナアプリとは？
　「マイナアプリ」は、マイナンバーカードを使った本人確認や、マイナンバーカードの機能のス
マートフォンへの追加などを行える、iOS/Androidアプリです。
　「旧マイナポータルアプリ」に、「デジタル認証アプリ」の仕組みを統合して提供されます。

利用シーン（例）
・マイナポータルのログイン時　・e-Taxでの確定申告時　・ECサイトでの本人確認時
・オンライン口座開設時　・公共施設やシェアリングサービスなどのオンライン予約時
・自治体アプリへの登録時

●マイナンバーカードでの本人確認、情報連携
　行政機関や民間事業者が提供するサービスに対して、マイナンバーカード（実物およびスマートフォ
ン）を使った認証や署名、氏名などの情報の連携ができます。

●スマートフォンのマイナンバーカードの設定
　お持ちのマイナンバーカードの機能をスマホのなかに入れて持ち歩ける「iPhone のマイナンバー
カード」や「Android スマホ用電子証明書搭載サービス」の設定ができます。
●行政機関からのお知らせのプッシュ通知での受取り
　マイナポータルに届く、行政機関等からのお知らせをプッシュ通知で受け取ることができます。
※詳細は、右記二次元コードよりデジタル庁ウェブサイトを確認してください

郵便局でマイナンバーカードの申請をサポートします！

「マイナポータルアプリ」が「マイナアプリ」に変わりました！
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取扱郵便局 おもちゃのまち郵便局・壬生中央町郵便局

受 付 時 間 月曜日～金曜日（祝日を除く）　午前９時～午後４時

対　　　象 町に住民票があり、マイナンバーカードを初めて申請する方、有効期限満了に伴う
カードの更新申請をする方

持　ち　物 マイナンバーが分かるもの
郵送で届いた申請書があれば持参してください。

内　　　容 　10月1日（木）から町内２カ所の郵便局で、マイナンバー
カードの申請サポートを実施します。
　申請書用の写真を撮影（無料）し、申請書の記入のお手伝
いをします。

　令和８年８月25日、「マイナポータルアプリ」は「マイナアプリ」へアップデートしました。

主な機能

デジタル庁
ウェブサイト



こどものインフルエンザ

生後６か月～中学３年生、高校３年生相当の方

こどもの対象年齢が
拡大しました

注射ワクチン

生後６か月～
未就学児

２歳～
未就学児

小学１年生～
中学３年生・
高校３年生

助成上限
2,000円×２回

助成上限
2,000円×１回

助成上限
4,000円×１回

助成上限
2,000円×１回

小学１年生～
中学３年生・
高校３年生

経鼻弱毒生ワクチン

問合せ こども未来課母子保健係　☎（81）1887 健康福祉課健康増進係　☎（81）1885

者
　
象
　
対

用
　
　
　
　
費

高齢者のインフルエンザ 新型コロナウイルス
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令和８年度 予防接種費用の助成について
インフルエンザ・新型コロナウイルス

○実施期間
○実施場所

○そ の 他

10月１日～令和９年３月31日（インフルエンザは、９月24日～実施）
町内の医療機関（下記参照）
※予約して受けてください
※高齢者のインフルエンザ・新型コロナウイルスについては栃木県相互乗入事業を実施する医療機関でも可
　接種当日は必ずマイナ保険証（お子さんが接種する場合は母子健康手帳、こども医療費受給資格者証も併せ
て）を持参してください。
　インフルエンザ予防接種は流行前（12月中旬頃まで）に接種することをお勧めします。
　対象者に対しての個別通知はありません。
　なお、全額自己負担で受けた場合は、償還払いとなります。助成金の請求期間は、接種した日から１年以内
です。
　申請の際は、接種情報が確認できるもの（母子健康手帳または予診票の写し等）、領収書、印鑑、振込先がわ
かるもの（通帳・キャッシュカード等）を持参し、こども未来課または健康福祉課までお越しください。

医療機関一覧（◯印のある医療機関で予防接種を受けられます）
医 療 機 関 名 電話番号 こどもインフル

エンザ（任意）
高齢者インフル
エンザ（定期）

新型コロナ
ウイルス（定期）

あかりこどもクリニック

荒川内科クリニック

石田消化器科・内科クリニック

大久保クリニック

大橋内科クリニック

小倉医院

おもちゃのまちさとう眼科クリニック

おもちゃのまち内科クリニック

かとう小児科

木村婦人科医院

CLARA CLINIC

グリーンクリニック

小林内科クリニック

（81）0001

（86）0501

（82）7877

（81）0880

（82）8522

（82）0057

（21）8802

（86）1517

（82）7576

（82）6136

（83）1311

（86）3966

（86）8039

◯

○

○

○

○

◯

○

○

◯

○

○

○

○

○

○

◯

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

医 療 機 関 名 電話番号 こどもインフル
エンザ（任意）

高齢者インフル
エンザ（定期）

新型コロナ
ウイルス（定期）

佐藤医院

島田医院

陣内医院

高橋とおるクリニック

多島外科胃腸科

田辺耳鼻咽喉科

にしやま内科クリニック

はしもとクリニック

福井セントラルクリニック

前原医院

松本内科医院

みぶ整形外科クリニック

壬生東診療所

(86)0123

(86)0011

(82)0242

(25)5881

(82)7500

(82)7711

(86)6000

(21)7300

(86)6624

(82)0141

(82)2002

(25)8811

(82)5800

○

○

○

○

○

○

○

○

◯

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◯

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

・接種時に満65歳以上の方
・満60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、若
しくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウィル
スによる免疫機能に障がいを有する方で身体障
がい者手帳１級を保持する方

自己負担額　1,300円

※生活保護受給世帯の
方は、無料です
　接種前に必ず町健康
福祉課健康増進係に申
請してください

自己負担額　12,000円

※生活保護受給世帯の
方は、無料です
　接種前に必ず町健康
福祉課健康増進係に申
請してください
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壬生町国民健康保険加入の皆さんへ ――――――――

◎問合せ　住民課国保年金係　☎（81）1827

8
つの
お願い

医療費節約に関する

1

2

3

4

5

6

8

重複受診はやめましょう
　重複受診をすると、病院の数だけ初診料が重なり
患者本人の負担が増えることはもちろん検査や処置
も増え、医療費だけでなく、体への負担が増える要
因となります。

生活習慣を見直そう
　生活習慣病が重症化すると、脳卒中・心臓病・腎
臓病（透析）などの合併症を引き起こし、莫大な医療
費が発生します。食事や運動など、できることから
予防を心がけましょう。

薬の用量・用法を守りましょう
　体調や病状の管理に薬はとても頼りになる存在で
すし、治療には必要不可欠です。しかし、用量や用
法を守らないと、薬の効果が半減する、副作用が起
こるなどの心配もあります。必要量以上の薬を要求
しないようにしましょう。

時間外受診はやめましょう
　緊急の場合以外は、診療時間内の受診を心がけま
しょう。時間外診療は、割増料金がかかると同時
に、急病患者の治療に支障をきたす場合もありま
す。体調を崩した際の対応を事前に確認しておきま
しょう。

特定健診を受けよう
　国保被保険者で、40歳～74歳の方が対象となり、
無料で受けられます。自分の体を知ることが健康へ
の第1歩です。ぜひとも健診を受けましょう。健診を
受けると保健師や専門の栄養士から健康指導を受け
られる場合があります。
※75歳以上の方については、「後期高齢者健診」が
あります

ジェネリック医薬品を活用しよう
　ジェネリック医薬品とは、新薬と同等の品質と認
められている後発医薬品のことを言います。テレビ
コマーシャル等で耳にしたことはあると思います
が、まずは、医師や薬剤師に相談しましょう。
※ジェネリック医薬品が未開発の場合や扱っていな
い病院や薬局もありますので確認してみましょう

柔道整復師の適正受診
　骨折、脱臼、打撲、捻挫などの身体の症状改善の
ための治療ではなく、日頃の疲れやスポーツ後のコ
リなどを癒すためのマッサージは、健康保険の対象
にならない場合があります。

リフィル処方箋について
　リフィル処方箋とは、症状が安定している患者に
ついて、医師の処方により医師および薬剤師の適切
な連携の下、一定期間内に処方箋を反復利用できる
制度です。
　これにより、最大3回まで医療機関を受診せずに薬
局で薬を受け取ることができるため、通院負担が減
り、医療費の削減にもつながります。
　ただし、対象外のものもあるため、詳細はかかり
つけ医に相談してください。

7
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　20歳から60歳になるまでの40年間、国民年金・厚生年金・共済組合等の公的年金制度に加入して保険料を
納めると、65歳から老齢基礎年金が支給されます。
　また、老後までの予測できない事態に備え、病気やけが等で障害が残った場合の障害年金や、生計を維持し
ている方が亡くなられた場合の遺族年金等があります。
　これらの公的年金は、自分の納めている保険料が今の高齢世代を支え、自分が年老いたときには、次の世代
の納める保険料によって支えられる【世代間扶養のしくみ】によって成り立っています。

【年金額（令和８年度４月時点）】
　老齢基礎年金の年額は847,300円です。これは、20歳から60歳になるまでの40年間、または年齢に応じた
加入可能年数のすべての期間納付した方が、65歳から受給できる金額です。
　保険料を納付した期間が加入可能年数より少ない場合には、次の式で計算した額となります。※(　)内は、平
成21年３月までの率です

【繰上げ受給】
　希望により、受給開始年齢を60歳から65歳になる月の前月に早めて受給することができます。しかし、この
場合の年金額は、65歳から受給する年金額に請求時の年齢に応じた支給率を乗じた額となり、生涯、減額され
た年金を受給することとなります。また、繰り上げて受給すると、病気やけが等で障害が発生しても障害基礎
年金を請求することはできません。

　老齢基礎年金は、保険料納付済期間と保険料免除期間の合計が10年以上ある場合、原則として65歳から支給
されます。

老 齢 基 礎 年 金

主
な
合
算
対
象
期
間

【支給要件】
次の期間の合計が10年以上必要です。
　○国民年金の保険料を納付した期間
　○保険料の免除、納付猶予、学生納付特例を受けた期間
　○昭和36年４月以降の厚生年金や共済組合の加入期間
　○第３号被保険者期間
　○合算対象期間（任意加入できる方が加入しなかった期間）
　　→合算対象期間は、年金の未加入期間であるため年金額には反映されませんが、受給資格期間として合算さ
　　れます。

40年（加入可能年数） × 12月

＋ ＋ ＋ ＋847,300円 × 保険料
納付済月数

全額免除月数
×４/８（２/６）

１/４納付月数
×5/８（3/６）

半額納付月数
×６/８（４/６）

３/４納付月数
×7/８（5/６）

年金だより

●昭和36年４月から昭和61年３月までの間に、厚生年金・共済組合加入者の配偶者が国民年金に任意加
入しなかった、または任意加入したが保険料を納付しなかった期間
●平成３年３月以前、20歳以上の学生で国民年金に任意加入しなかった期間
●昭和36年４月以降、厚生年金の脱退手当金を受けた期間
●昭和36年４月以降、20歳から60歳までの間で海外に居住していた期間
※上記は、日本年金機構に記録がないため、本人の申出が必要となります
　受給資格期間を満たさない方で、合算対象期間があると思われる方は申し出てください
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【支給要件】
・国民年金に加入している間に、障害の原因となった病気やけがについて初めて医師の診療を受けた日がある
こと。（20歳前や60歳以上65歳未満で日本国内に住んでいる方も含みます。）
・障害認定日の障害の程度が、国民年金法で定める障害等級に該当していること。
・初診日の前々月までの加入期間のうち、保険料納付済期間と保険料免除期間（納付猶予・学生納付特例を含
む）の合計が３分の２以上あること。
※ただし、初診日が令和18年３月31日までにあるときは、初診日の前々月までの直近１年間に保険料の未納が
なければ、該当する場合があります

【対象となる方】
①国民年金の被保険者　②国民年金の被保険者であった60歳以上65歳未満の方で、日本国内に住所があった方
③老齢基礎年金の受給権者（保険料納付済期間、保険料免除期間および合算対象期間を合算した期間が25年以上
ある方に限る）　④保険料納付済期間、保険料免除期間および合算対象期間を合算した期間が25年以上ある方　
　ただし、①・②の場合は次の保険料納付要件が必要です。

【年金額（令和８年度４月時点）】
１級障害………………………………………1,059,125円
２級障害…………………………………………847,300円
　障害基礎年金を受給されている方に、18歳到達年度の末日までの子、または20歳未満で障害等級１級・２級
の障害の状態にある子がいる場合には、子の人数に応じて加算があります。
加算対象の子１人につき（２人目まで）……… 243,800円
加算対象の子１人につき（３人目以降）…………81,300円

【繰下げ受給】
　希望により、受給開始年齢を延ばして、66歳以降から受給することができます。受給を繰り下げた場合の年
金額は、65歳から受給する年金額に請求時の年齢に応じた支給率を乗じた額となり、増額されます。

　国民年金加入者の方が病気やけがにより障害者となり、日常生活に制限を受
ける状態になったときに支給される年金です。
　障害の認定は、原因となった病気やけがの初診日から１年６か月を経過した
日（以下、「障害認定日」）の状態で審査します。なお、障害の内容によりそれ以
前に症状が固定となる場合は、その日が障害認定日となります。

障 害 基 礎 年 金

　遺族基礎年金は、次のいずれかの方が亡くなったときに、その方に生計を維持されていた「子のある配偶
者」、または「子」に支給されます。（「子」とは、18歳到達年度の末日までの子、もしくは20歳未満で障害等
級１級・２級の障害の状態にある子をいいます。）

遺 族 基 礎 年 金

〈繰上げ受給の減額率〉
請求時の年齢 60歳

70.0％
76.0％

61歳
76.0％
80.8％

62歳
82.0％
85.6％

63歳
88.0％
90.4％

64歳
94.0％
95.2％

S37.４.１以前生まれの方
S37.４.２以降生まれの方

・S37.4.1以前生まれの方は
　ひと月当たりの減額率0.5%
・S37.4.2以降生まれの方は
　ひと月当たりの減額率0.4%

〈繰下げ受給の受給率〉
請求時の年齢 66歳

108.4%
67歳
116.8%

68歳
125.2%

69歳
133.6%

70歳
142%

71歳
150.4%

72歳
158.8%

73歳
167.2%

74歳
175.6%

75歳
184%

支 給 率

請求時の年齢
支 給 率

ひと月当たりの増額率0.7%
・S27.4.1以前生まれの方は
　70歳(142％)が上限
・S27.4.2以降生まれの方は
　75歳(184％)が上限
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【年金額（令和８年度４月時点）】
○「子のある配偶者」が受け取る場合
基本額（847,300円）＋子の加算額（１・２人目はそれぞれ243,800円、３人目以降は１人につき81,300円を加算）
○「子」が受け取る場合（※次の金額を子の数で割った額が、１人あたりの額となります）
基本額（子が１人の場合847,300円）＋加算額（２人目は243,800円、３人目以降は１人につき81,300円を加算）

　国民年金第１号被保険者として保険料を納めた期間（免除期間を含む）が10年以上ある
夫が、老齢・障害基礎年金のいずれも受給しないまま死亡した場合に、10年以上継続して
婚姻関係にあり、夫に生計を維持されていた妻に、60歳から65歳までの間支給されます。

　○妻自身が老齢基礎年金を繰上げ受給している場合は支給されません。
　○寡婦年金と死亡一時金の両方を受け取ることができる場合は、一方を選択することに
　なります。

寡 婦 年 金

保 険 料 納 付 月 数 支　　給　　額
36月以上 180月未満
180月以上 240月未満
240月以上 300月未満

120,000円
145,000円
170,000円

保 険 料 納 付 月 数 支　　給　　額
300月以上 360月未満
360月以上 420月未満

420月以上

220,000円
270,000円
320,000円

　死亡月の前々月までの加入期間のうち、保険料納付済期間と保険料免除期間（納付猶予・学生納付特例を含
む）の合計が、３分の２以上あること。
※令和18年３月31日以前に死亡された場合は、死亡月の前々月までの１年間に保険料の未納がないこと（特例）

　国民年金第１号被保険者として保険料を納めた月数が36月以上ある方が、老齢・障害基礎年金のいずれも受
給しないまま死亡した場合に、その方と生計を同一にしていた遺族に支給されます。

○死亡一時金の額は、保険料を納めた月数に応じて決まります。
　（免除制度により一部納付した期間は、納付率に応じて算出されます）
○付加保険料を納めた期間が36月以上ある場合は、8,500円が加算されます。
○遺族基礎年金を受け取ることができる場合には支給されません。
○請求できる遺族の範囲・順位は、配偶者・子・父母・孫・祖父母・兄弟姉妹です。

死 亡 一 時 金

年金額＝　夫の第１号被保険者期間に基づいて計算された老齢基礎年金額×3/4

保険料納付月数＝　全額納付月数＋（1/4納付月数×1/4）＋（半額納付月数×1/2）＋（3/4納付月数×3/4）

年金相談は、事前に予約をしましょう
0570（05）4890

（ご 　 よ や  く を）

※基礎年金番号がわかるものを用意の上、電話してください
お客様の都合にあわせて、１か月前から前日までの予約を受け付けています

予約受付専用電話

◎問合せ　●ねんきんダイヤル　　　　　　☎0570（05）1165
　　　　　●栃木年金事務所お客様相談室　☎（22）4131 音声案内後①→②
　　　　　●住民課国保年金係　　　　　　☎（81）1827



申込フォーム

◎問合せ　ねんきんダイヤル　☎0570（05）1165　　町住民課国保年金係　☎（81）1827

○日　付　11月23日（月・祝）
○場　所　町城址公園駐車場集合
○定　員　20名程度
○参加費　1,000円
○申　込　募集締切 10月31日（土）
　　　　　右記申込フォームまたは町商工観光課
　　　　　☎（81）1844
※定員に限りがあるため、申込みしても参加できない場合
があります　※小雨決行　※天候等により、コース・時間
が変更となる場合があります

行　程
午前９時30分　　城址公園駐車場（受付）出発
午前９時35分　　壬生小学校
午前９時45分　　豊栖院・城南稲荷神社
午前10時10分　　松本家住宅（国登録有形文化財）
　　　　　　　 　 ※文化協会茶道部会による茶席
午前11時　　　　 興光寺
午前11時30分  　 日本料理 旬香（昼食）
午後０時30分  　 昼食後、現地解散
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　「ねんきんネット」の持ち主不明記録検索機能から、過去の自身（または家族）の年金記
録を見つけることで年金が増える可能性があります。

自宅で年金記録が探せます!

氏名、生年月日、性別のみで検索可能！

こんな方はぜ
ひ、確認を！

『事例①』
　　～年金が増えた額約１万円（年額）～

　　・旧姓で検索したところ、該当する記録がありました。
結婚前の旧姓で記録が見つかった

『事例②』
　　～年金が増えた額約4万円（年額）～

　　・亡くなった母の名前を検索したところ、該当する記録がありました。
（注）本人の死亡当時に生活を共にしていた遺族が、未払い分の年金を受け取りました。

亡くなった親の記録が見つかった（注）

・転職が多い

・姓（名字）が
変わったこと

がある

・名前の読み
方がいくつか

ある

「持ち主不明記録」とは
・平成８年12月までに年金制度に加入していた方の年金記録のうち、基礎年金番号に結びついていないものが
「持ち主不明記録」です。
・旧姓だった頃の年金記録、若い頃の年金記録や短い雇用期間の年金記録等、本人が気づかないまま、持ち主
不明記録となっているケースがあります。
※持ち主不明記録の約８割以上は現在70代以上の方の記録です

第１回 宇野千代と壬生をめぐる歴史探訪ツアー

　８月24日（月）から、子育て支援アプリ「ミコナ」が「おやこ手帳」へ移行し、アプリ・サイトがリニューア
ルしました。
　今までよりも、見やすく、使いやすくなった、「ミコナ」の登録、そして、既に登録済みの方は、令和９年
２月28日（日）までに、データ移行をお願いします。
　詳細は、ミコナのアプリ・サイト内に掲載しているため、併せて
確認をお願いします。
◎問合せ　こども未来課母子保健係　☎（81）1887

壬生町子育て支援アプリ「ミコナ」がリニューアルし登場！ 

ios Android Web

　　　　　連続テレビ小説で主人公のモデルとして描かれる、作家宇野千代。
　壬生は、宇野が最後の夫・北原武夫との縁に導かれ、戦時中を過ごした思い出の地です。
　宇野千代と北原武夫ゆかりの地を、観光ボランティアガイドとめぐります。歴史にふれ、宇野千代を知り、壬生の
食を味わう。秋の壬生を、一緒にめぐってみませんか。

う   の    ち   よ

きた はら たけ  お

主催：壬生町・壬生お殿様料理促進の会　　共催：壬力の町ガイドボランティアの会・町観光協会　　協力：町文化協会茶道部
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令和８年１１月８日（日）開催
◯開場　午前８時45分
◯開演　午前９時  　　  ◯終了  午後４時30分
◯会場　城址公園ホール（壬生中央公民館）大ホール
　　　　自由席（800席） ヒバリンⒸウメマツカヲル

入場無料
事前申込不要

プログラム〈午前の部 午前９時～〉

プログラム〈午前の部 午後１時30分〉 展示の部

　壬生論語検定および壬生藩校学習館祭りは、壬生ロータリークラブ様より多大なるご協賛を
いただき実施しています。
　ゼロカーボンプレゼン発表大会は、東京ガス株式会社栃木支社様、NTT東日本株式会社栃木
支店様、東京電力パワーグリッド株式会社様より多大なるご協賛をいただき実施しています。

主催：町教育委員会
◎問合せ　町教育委員会事務局生涯学習課　☎（81）1873

論語青少年・町民の主張作文発表コンクール1
　壬生論語青少年・町民の主張作文・発表コンクール
の応募者から選ばれた、代表による作文発表・審査を
行います。

論語大朗誦2
　壬生論語検定世界記録チャレンジコース合格者が、
壬生論語古義抄の18章句を、声を合わせて読み上げ
る、圧巻の大朗誦。

小中学生プレゼンコンテスト3
　町内の小中学校で代表に選ばれた児童・生徒たち
が、様々なテーマに沿ってGIGA端末を用いたプレゼ
ンをします。

ゼロカーボンプレゼン発表4
　2050年ゼロカーボンシティ
を目指す取り組みとして、各学
校から応募された中から事前審
査を通過した作品をプレゼン
テーション形式で発表します。

壬生町小中学生理科研究展覧会5
　展覧会を中ホールにて行って
いますので、自由に作品をご覧
いただけます。



シルバー大学校同窓会 壬生支部
特定非営利活動法人みぶまち地域活性化２１
壬生町の環境保全とプラごみゼロの会
特定非営利活動法人 はにしの里自然塾
むつみの会（睦地区コミュニティ推進協議会）
安塚地区コミュニティ推進協議会
壬生町女性会
壬生町消費者友の会
睦地区地域生涯学習「遊学塾」
至宝町八坂祭実施委員会
特定非営利活動法人夢くらぶむつみ
壬生ライオンズクラブ
磐裂根裂神社総代会
六美太陽
栃退公連壬生地区会
新日本婦人の会壬生支部
恵川土地改良区
文庫＆カフェむつみ
壬生開拓を伝える会
レクリエーション“めぐりん”
鈴木良男
藤井児童クラブ
壬生おもちゃ病院
おもちゃ図書館 TOYTOY
フレンド（子供の居場所作り）
羽生田小放課後子ども教室
ふらっとホーム壬生
みぶ親の会スのまんま
伊澤珠美
鈴木 操
玉田 英二（みんなで歌おう）
萩谷ノブ
落合英行
山田 章
芹澤基信
安塚駅前広場「花愛好会」
落合公園愛護会
チームＯＷ
オオムラサキの里を作る会
マミーポットみぶ
壬生植物同好会
大島菊夫
交通安全協会南犬飼部会
“株式会社北研食育推進プロジェクト"
壬生町食生活改善推進員協議会
健康大学修了生の会
壬生町民生委員児童委員協議会
みぶほたる♡
オレンジカフェなごみ
NPO法人しゅわ蔵
社会福祉法人壬生町社会福祉協議会
看護マネジメント協会キャンナス壬生
壬生町文化協会写真部
壬生民話ふくべの会
プア・レファ
みぶ吹奏楽団
壬生町文化協会民謡民舞連合部
美水会
コールたんぽぽ
栃木県茶手揉み保存会
壬生町ターゲット・バードゴルフ協会
藤井干瓢音頭保存会
蕎麦の会「みかど」
壬生古文書会
音楽グループ「にっこり」
ドラキュラロックフェスタＳＴＡＲＳ
蕎麦処みかど
ITボランティア「いるかの会」村上 祥子
壬生町立図書館読書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ「おはなしアライグマ」
ＮＰＯ法人セイフティライフ
みぶっ子まちなかストリート実行委員会
壬生町立南犬飼中学校
下野保護区保護司会壬生町分区
ボーイスカウト栃木県連盟壬生第１団
栃木地区交通安全協会壬生支部女性部会
栃木地区交通安全協会壬生支部
栃木地区交通安全協会壬生支部おもちゃのまち部会
壬生町交通安全母の会
（公社）壬生町シルバー人材センター
ふれんど東雲
六美町北部地区お達者サロン「むつみの郷」
特別養護老人ホーム しもつけ荘

壬力の町ガイドボランティアの会
川の日を国民の祝日にしよう会
みぶ古墳ボランティアの会

レイプルメリア
壬生町野球協会

マウイスタジオ・レファ・リコ
エンジョイハーモニカ壬生
オカリナとピアノと歌”夢”

ベルフラワー
西川会（日舞）

よさこいポピーY.S
壬力の町竹あかり製作実行委員会

ギタークラブ花
ブリリアント（歌とオカリナ）

鳥居茶研究会
カヨウガ丘木曜会

マジックステップの会
健康ダンスよさこい壬生飛翔

Heart＆Relation
みぶマジ

ギタークラブ奏（かなで）
壬生町ソフトテニスクラブ

きりちゃん工房
みぶの箒工房田中正幸

安塚駅前広場イルミネーション実行委員会
ハーモニカ演奏「熊倉 常雄」

藍田 收
葭葉ミチ子
山井 勲

中川 令子
太極拳唯心会

六美会館
遊窓会
鳥居会

ママパパカフェ
壬生町茶華道協会

加藤カラオケ愛好会
壬生町陶芸クラブ

壬生ハイキングクラブ
壬生サイクリングクラブ

安塚グラウンド・ゴルフ愛好会
壬生パソコンクラブ

壬生町グラウンドゴルフ愛好会
文化協会歌謡部

保健体操（八段錦）（柏崎征康）
福和田自主防災会

至宝町南自主防災会
みぶアクティブクラブ

壬生アマチュア無線クラブﾞ
YKC会北小林自治会自主防災会

幸町二丁目自主防災組織
出会い応援団体ハッピーチャンス

壬生町盆栽クラブ
城南グラウンドゴルフクラブ

日産労連エルダークラブ壬生地区
壬生町文化協会美術部

睦地区健康マージャン愛好会
さやの実会

遊学塾 詩吟講座
壬生町手話サークル たんぽぽ
壬生町点訳グループゆうがお

壬生町身体障害者福祉会
手話サークル「ハーモニー」
特定非営利活動法人のぞみ会

六美南部あけぼの会
あけぼの福寿会

落合地区お達者サロンクラブ
安塚中央「銀の会」

東下台いきいきサロン
万町お達者サロン

至宝夢サロン
安塚お達者サロン
城南お達者サロン

北小林お達者ファミリー
東下台寿会

至宝北お達者サロン
至宝夢クラブ

六美北部あけぼの会
下馬木ドリームサロン

交流館ふれあいいきいきサロン
いきいき壬雷クラブ連合会壬生第2地区連合

壬生町傾聴ボランティアグループ「きかせて」

第17回 みぶりん
町民活動発表会

2026いつ 年10月25日(日)10:00~15:00
城址公園ホール 中ホール

町民活動支援センター利用者協議会

  

壬生町町民活動支援センターみぶりん
0282-21-8731   Mail miburin@herb.ocn.ne.jp

入場
無料

壬
生
町

展
示
発
表 発

表

協
働

詳しくはこちらから

どこで

　

30



　

31



　

32



　

33

◎問合せ　とちぎわんぱく公園管理事務所　☎（86）5855

※各イベントについては天候等により中止の場合があるため、とちぎわんぱく公園ウェブサイトを確認してください

とちぎわんぱく公園イベント情報

10月17日（土）～
10月31日（土）　

10月18日（日）

No.

1

3

イベント名

ハロウィンクイズラリー

ピッピとあそぼう

日　付 時　間 場　所 対　象 定　員 参加費
午前９時30分～
午後４時

午後１時30分

ふしぎの船

こどもの城ステージ

なし

30名

無料（要入館料）

無料

３歳～中学生

10月18日（日）2 手書きワンポイントで作る
春が楽しみな鉢植えづくり

①午前10時～
②午後１時～ ぱなぱな工房 各回10名 1,000円どなたでも

10月24日（土）4 森の宝ものさがし 午後１時～３時 ぱなぱな工房 40名 無料どなたでも

10月25日（日）5 かぼちゃランタンづくり
①午前９時30分～
②午前10時30分～
③午前11時30分～

ぱなぱなのまち
芝生広場 各回６組 800円どなたでも

10月28日（水）
※11月25日（水）「釉掛け」6 大人の陶芸教室「電動ロクロ」 ①午前９時30分～

②午後１時 ぱなぱな工房 各回６名 2,000円
（初回徴収）両日参加可能な大人

10月31日（土）7 ヤギと友だちになろう 午前10時～11時 なかよし農園
ヤギ舎 10組 100円どなたでも

11月３日（火・祝）9 どんぐりの森ぐるり ①午後１時～
②午後２時30分～ 虹の広場 各回12名 無料どなたでも

11月14日（土）11 秋のネイチャーゲーム
“カモフラージュにチャレンジ！”

午後１時～３時
※雨天中止

ぱなぱなのまち
西側の林 なし 無料どなたでも

11月15日（日）12 ハートのリース飾り 午前10時30分～正午 ぱなぱな工房 12名 1,100円どなたでも

11月８日（日）10 ピッピとあそぼう 午後１時30分～ こどもの城ステージ 30名 無料３歳～小学生

11月１日（日）8 クレイアートのX’mas飾り ①午前10時～正午
②午後１時～３時 ぱなぱな工房 各回10名 850円どなたでも

３歳～小学生

とちぎわんぱく公園ウェブサイト

国谷家中停車場線

栃木小山線

国府町

南小林栃木線

宇都宮  亀和田  栃木線

下稲葉

至壬生家中

東武宇都宮線

大塚町

新栃木駅

山田うどん

栃木駅

広域農道

REITO（パチンコ）
ＪＲ両毛線

卒島交差点

巴波川 セブンイレブン

宇都宮栃木線

巴波川浄化センター

「巴波川流域下水道フェスティバル」にみんなで遊びに来てください。

会場に、とち介、

スイスイ、スイミーが

登場します！！

○日時   10月17日（土）　午前10時～正午（雨天決行）
※入賞者受付　午前９時～９時20分
※一般受付　午前９時30分～11時30分
○会場　巴波川浄化センター
　　　　栃木市城内町２-57-62
　　　　☎（22）5322
○催しもの 
　・開会式（下水道普及ポスター展表彰）
　・巴波川流域下水道PRポスター展
　・浄化センター施設公開
　・水質試験体験
　・下水道クイズ・下水道相談
　・スタンプラリー
　・記念品・マンホールカード進呈
※ 配布物等の数量には限りがあります
※ 天候によって内容に一部変更があります
○主催　巴波川流域下水道促進協議会（栃木市・壬生町）、栃木県、
　　　　（公財）とちぎ建設技術センター

のぞいてみようよきれいな水へのかえり道
第32回巴波川流域下水道フェスティバルの開催について第32回巴波川流域下水道フェスティバルの開催について

巴波川浄化センター案内図

【Google MAP】
二次元コードを読み取って
場所を確認できます

【Google MAP】
二次元コードを読み取って
場所を確認できます



今
月
の

（
93
）

お し ら せ

【
大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
出
が
必

要
で
す
】

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
、
売
買
な
ど
の
取
引
を
行
っ
た
場

合
に
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き

そ
の
利
用
目
的
な
ど
の
届
出
が
必
要

で
す
。

○
届
出
の
必
要
な
面
積

・
市
街
化
区
域　
2
，
0
0
0
㎡
以
上

・
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域　
5
，

0
0
0
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外　
1
0
，
0
0
0

㎡
以
上

※
個
々
の
面
積
は
小
さ
く
て
も
、
取

得
す
る
土
地
の
合
計
が
上
記
の
面
積

以
上
と
な
る
場
合（
一
団
の
土
地
）に

は
、
個
々
の
契
約
ご
と
に
届
出
が
必

要
で
す

○
届
出
の
必
要
な
取
引

売
買
、
交
換
、
共
有
持
分
の
譲
渡
、

営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
権
利
金
等

の
一
時
金
を
伴
う
地
上
権
、
賃
借
権

の
設
定
、
譲
渡
な
ど

○
届
出
者

権
利
取
得
者（
土
地
売
買
の
場
合
は
買

主
）

○
届
出
期
限

契
約
日
か
ら
２
週
間
以
内（
契
約
日
を

含
む
）

○
届
出
書
類

土
地
売
買
等
届
出
書
２
部（
正
副
）

◎
問
合
せ　
総
合
政
策
課
企
画
調
整

係　
☎（
81
）1
8
1
3

　
日
本
で
は
毎
年
新
た
に
数
万
人
の

方
が
、
白
血
病
な
ど
の
重
い
血
液
の

病
気
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
移
植
で
し

か
治
療
が
望
め
な
い
患
者
さ
ん
は
ま

だ
多
く
、
年
間
２
千
人
以
上
の
方
が

骨
髄
バ
ン
ク
や
、
さ
い
帯
血
バ
ン
ク

で
提
供
者（
ド
ナ
ー
）を
探
し
て
い
ま

す
。
骨
髄
や
、
さ
い
帯
血
な
ど
の
提

供
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　
10
月
1
日（
木
）〜
31
日（
土
）

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係　
☎（
81
）1
8
8
5

　
戦
没
者
、
消
防
殉
職
者
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
献
花
を
行
い
、
更

な
る
安
ら
か
な
眠
り
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
遺
族
の
皆

さ
ん
等
、
参
列
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
日
時　
10
月
30
日（
金
）午
前
11
時

〜○
場
所　
壬
生
町
慰
霊
碑
前（
東
雲
公

園
北
側
、
児
童
公
園
内
）

※
当
日
は
平
服
で
お
越
し
く
だ
さ
い

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉

係　
☎（
81
）1
8
8
3

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所
で
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す

（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
）。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん
か
。

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
福
来
ら
」

○
日
時　
10
月
18
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時
頃

○
場
所　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

し
も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

○
日
時　
10
月
23
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
場
所　
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館（
東
雲

公
園
内
）

《
共
通
事
項
》

○
参
加
費　
1
0
0
円

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
介
護
保
険

係　
☎（
81
）1
8
7
6
・
1
8
7
7

　
壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）3
5
7
9

　
壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）2
1
1
9

　

論
語
素
読
の
テ
キ
ス
ト
『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
か
ら
、
章
句
を
紹
介
し

ま
す
。

み　
ぶ
ろ
ん
ご　
こ
ぎ 

し
ょ
う

【
七
七
】

或
る
ひ
と
の
曰
く
、
徳
を
以
て
怨
み
に
報
い
ば
、
何
如
。

子
の
日
く
、
何
を
以
て
徳
に
報
い
ん
。

直
き
を
以
て
怨
み
に
報
い
、
徳
を
以
て
徳
に
報
い
ん
。
　

　　
あ
る
人
が
「
恩
徳
で
怨
み
の
お
返
し
を
す
る
と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
」
と
言
っ
て
き
た
。

　
先
生
が
言
わ
れ
た
。
「
で
は
恩
徳
の
お
返
し
は
何
で
す
る
の
か
ね
。
真
っ
直

ぐ
な
正
し
さ
で
怨
み
に
報
い
、
恩
徳
に
は
恩
徳
で
お
返
し
す
る
の
が
よ
い
。
」

  

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
　
　
　
　
　
と
く
　
　
　も
っ
　
　 

う
ら
　
　
　
　
　
む
く
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ん

し
　
　
　
　い
わ
　
　
　
　
　
な
に
　
　
　も
っ
　
　
　と
く
　
　
　む
く

な
お
　
　
　
　
　　も
っ
　
　
　う
ら
　
　
　
　
　
む
く
　
　
　
　
　
と
く
　
　
　も
っ
　
　
　
と
く
　
　
　む
く

　
【
み
ぶ
ま
る
か
ら
一
言
】

　
こ
の
章
句
は
、
い
や
な
事
に
対
し
て
は
率
直
に
「
や
め
な
さ
い
」

と
言
い
、
良
い
こ
と
に
た
い
し
て
は
素
直
に
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
ね
。

　

壬
生
論
語
古
義
抄
を
使
っ
た
素
読
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時　
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
10
時

○
場
　
所　
歴
史
民
俗
資
料
館

◎
問
合
せ　
歴
史
民
俗
資
料
館 
☎（
82
）8
5
4
4

《
壬
生
論
語
古
義
塾
》
参
加
者
募
集
中
！

－ 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください －

（
憲
問
第
十
四
）

総
合
政
策
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

10
月
は
造
血
幹
細
胞
移
植
普
及

推
進
月
間
で
す
！

健
康
福
祉
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

壬
生
町
戦
没
者
な
ら
び
に
消
防

殉
職
者
合
同
慰
霊
祭
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
開
催
に
つ

い
て

34

ふ
っ
　く



お し ら せ

－ 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください －

　
町
で
は
高
齢
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た

困
り
ご
と
を
支
援
す
る
担
い
手
の
育

成
や
地
域
で
の
”お
た
が
い
さ
ま
“
”助

け
合
い
“
の
理
解
促
進
を
目
的
に
、

地
域
さ
さ
え
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。地
域
の
高
齢

者
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
手

助
け
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の

あ
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

・
１
回
目　

11
月
24
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

・
２
回
目　

12
月
1
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

・
３
回
目　

12
月
8
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

○
場
所　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容

・
１
回
目　
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

・
２
回
目　
助
け
合
い
体
験
ゲ
ー
ム

・
３
回
目　
実
技（
福
祉
用
具
体
験
な

ど
）、
今
後
の
活
動
先
に
つ
い
て

※
３
回
目
は
動
き
や
す
い
服
装
と
運

動
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

○
申
込
方
法　
電
話
申
込

◎
申
込
・
問
合
せ　
町
社
会
福
祉
協

議
会　
☎（
82
）7
8
9
9

　
壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）3
5
7
9

　
壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）2
1
1
9

　

10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
募
金
は
、
県
内
各
地
の

様
々
な
地
域
の
福
祉
事
業
や
活
動
、

災
害
時
の
支
援
活
動
を
支
え
る
た
め

の
準
備
金
と
し
て
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
共
同
募
金
運
動
の
趣
旨
を
理

解
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
善
意
に
よ

る
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

○
日
時　
10
月
１
日（
木
）〜
12
月
31

日（
木
）

◎
問
合
せ　
県
共
同
募
金
会
壬
生
町

支
会
（
壬
生
甲
3
8
4
3
番
地
1　

町
社
会
福
祉
協
議
会
）　
☎（
82
）7
8

9
9　
メ
ー
ル　

info@
m
ibu-sha

kyo.net

　
話
を
聴
い
て
ほ
し
い
方
、
話
を
聴

い
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
方
、
話
を

し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
方
、

壬
生
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
き
か
せ
て
」
が
、
個
別
対
面
で

な
ん
で
も
丁
寧
に
お
聴
き
し
ま
す
。

　
参
加
費
・
予
約
な
ど
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
会
員
は
男
女
あ
わ
せ
て
約

50
名
い
て
、
全
員
傾
聴
ス
キ
ル
を
習

得
し
て
い
ま
す
。
話
を
聴
く
際
に
希

望
等
が
あ
れ
ば
、
事
前
に
問
合
せ
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
聴
い
た
内
容
を
他
に
漏
ら
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
セ
ン
タ
ー

（
安
塚
1
1
8
0
ー
2
）

・
実
施
日　
11
月
２
日（
月
）

※
原
則
毎
月
第
１
月
曜
日
に
実
施
し

ま
す
（
1
月
は
第
３
月
曜
日
）

○
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
セ
ン
タ
ー（
幸

町
1
ー
3
ー
8
）

・
実
施
日　
11
月
17
日（
火
）

※
原
則
毎
月
第
３
火
曜
日
に
実
施
し

ま
す

○
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
壬
生
甲

3
8
4
3
ー
１
）

・
実
施
日　
11
月
12
日（
木
）

※
原
則
毎
月
第
２
木
曜
日
に
実
施
し

ま
す

○
時
間　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11

時◎
問
合
せ　
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
き
か
せ
て
」
会
長　
佐

藤　
☎（
82
）3
9
0
2

　

町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）7
8

9
9

○
テ
ー
マ　
質
の
良
い
睡
眠
を
と
り
、

健
康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

○
講
師　
（
一
社
）日
本
睡
眠
教
育
機

構
認
定　
上
級
睡
眠
健
康
指
導
士　

星
野
知
氏

○
対
象　
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
の

事
業
所
に
勤
務
し
、
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
家
族
の
方
や
、
興
味
関
心

の
あ
る
方

○
日
時　
11
月
12
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
申
込
期
限　
〜
10
月
30
日（
金
）

○
場
所　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室

○
定
員　
20
名
程
度（
要
電
話
予
約
）

◎
申
込
・
問
合
せ　
壬
生
南
地
区
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎（
82
）2
1

1
9

　
各
小
学
校
区
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
力
を
借
り
て
、
手

品
や
バ
ル
ー
ン
・
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
君
も
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
れ
る
！

○
日
時　
10
月
18
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
場
所　
む
つ
み
の
郷（
壬
生
丁
３
番

地
16
）

○
参
加
費　
無
料

◎
申
込
・
問
合
せ 

　
”フ
レ
ン
ド
岡
本
“

☎
0
9
0（
3
3
4
8
）0
9
8
3

　
矯
正
展
と
は
、
法
務
省
が
提
唱
す

る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、
刑
務
所
、
少
年
院
等

の
矯
正
施
設
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
刑
務
所

等
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

○
日
時　
10
月
18
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

○
場
所　
栃
木
刑
務
所（
栃
木
市
惣
社

町
2
4
8
4
）

○
実
施
内
容（
予
定
）　
矯
正
広
報
コ
ー

ナ
ー
・
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
販

売
・
所
内
見
学
・
性
格
診
断
・
各
種

イ
ベ
ン
ト
・
模
擬
店（
飲
食
店
等
）・

ち
び
っ
こ
刑
務
官
撮
影
・
缶
バ
ッ
チ

製
作
体
験
・
栃
木
県
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
と
ち
ま
る
く
ん
」、
栃
木
市
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
と
ち
介
」
が
来
所
・
パ

ト
カ
ー
等
の
展
示

○
参
加
費　
入
場
無
料

○
そ
の
他　
駐
車
場
あ
り

◎
問
合
せ　
栃
木
刑
務
所
矯
正
処
遇

部（
作
業
）　
☎（
27
）9
6
1
1

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ
元

気
で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60
歳
以

上
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん

か
。
新
規
会
員
へ
の
入
会
説
明
会
を

開
催
す
る
た
め
、
関
心
の
あ
る
方
、

や
っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

地
域
さ
さ
え
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

赤
い
羽
根
共
同
募
金
〜
身
近
な

地
域
の
福
祉
を
応
援
す
る
為
の

募
金
で
す
〜

「
傾
聴
の
部
屋
」
の
案
内

家
族
介
護
教
室
に
つ
い
て

さ

お
か
も
と

と
う

ほ
し
　
の
さ
と
る

主
任
児
童
委
員
〝
フ
レ
ン
ド
〞

に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

づ
く
り

栃
木
矯
正
展
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
し
ら
せ

会
員
募
集
中
　
入
会
説
明
会
に

つ
い
て
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お し ら せ
　
な
お
、
次
の
日
程
で
は
都
合
が
つ

か
な
い
方
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

都
合
の
良
い
日
時
で
の
入
会
説
明
を

行
い
ま
す
。

○
日
時　
11
月
２
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜（
概
ね
30
分
）

○
場
所　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

研
修
室（
役
場
庁
舎
西
）

○
入
会
資
格

・
町
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上
の
方

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方（
特
別

な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

・シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、

賛
同
す
る
方

○
説
明
会
内
容　
入
会
資
格
・
シ
ル

バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概
要
の
説
明
、

入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
、
質
疑（
30

分
程
度
）

○
日
付
・
場
所

　
11
月
11
日（
水
）　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ（
役
場
庁
舎
西
）

　

11
月
18
日（
水
）　
南
犬
飼
地
区
公

民
館
分
館

○
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時（
多

少
前
後
す
る
事
が
有
り
ま
す
）

※
都
合
に
よ
り
、
ど
ち
ら
の
場
所
で
も

刃
物
は
当
日
返
却
で
は
な
く
、
受
付
日

か
ら
２
日
後
以
降
に
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
で
の
返
却
と
な
り
ま
す

○
料
金　
菜
切
り
包
丁
3
5
0
円
・

出
刃
包
丁
4
5
0
円
・
鎌
2
0
0
円

〜
3
5
0
円　
等

※
実
施
会
員
の
状
況
に
よ
り
、
刃
物

の
種
類
に
よ
っ
て
は
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、
割

り
増
し（
状
況
に
よ
り
1
5
0
円
〜

2
5
0
円
）と
な
り
ま
す

※
各
日
、
一
人
当
た
り
３
丁
ま
で
と

し
ま
す

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
（
公
社
）町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー　
☎（
82
）4
6
8
2

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
方
向
異
常
な
ど

を
発
見
し
た
際
、
左
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
簡
単
に
通
報
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
フ
ォ
ー
ム
上
で
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
異
常
状
態
、
異
常
の
あ

る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
場
所
を
地
図
上

で
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
電
子

申
請
手
続
き
一
覧
」
か
ら
も
通
報
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
を
目
的
に
、
運
転
免
許
を

自
主
的
に
返
納
し
た
方
を
支
援
す
る

た
め
、
壬
生
町
運
転
免
許
自
主
返
納

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
主

返
納
し
た
方
を
対
象
に
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー 

”み
ぶ
ま
る
“
利
用
券
40

枚（
1
2
，0
0
0
円
分
）、
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス 

”み
ぶ
ー
ぶ
“
利
用
券

40
枚（
8
，
0
0
0
円
分
）を
１
回
限

り
支
給
し
ま
す
。

○
対
象

（
1
）住
民
基
本
台
帳
法（
昭
和
42
年
法

律
第
81
号
）に
基
づ
き
本
町
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

（
2
）町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

○
申
込
方
法

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
際
に
交

付
さ
れ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書

の
写
し（
運
転
経
歴
証
明
書
と
は
別
な

も
の
で
す
。）を
持
参
し
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
申
込
期
間

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
日
か
ら

１
年
以
内

○
申
込
先　
生
活
環
境
課
く
ら
し
安

心
係

○
そ
の
他

　
運
転
免
許
の
自
主
返
納
は
警
察

署
、
も
し
く
は
免
許
セ
ン
タ
ー
に
て

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
町
役
場
、
各

出
張
所
、
各
交
番
で
は
免
許
の
返
納

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
〉、

〈
悪
質
な
電
話
勧
誘
〉
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
町
で
は
、
特
殊

詐
欺
対
策
電
話
機
等
を
購
入
さ
れ
た

方
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
補
助
金
額

・
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内（
１
０
０

円
未
満
切
り
捨
て
）

※
購
入
費
に
は
消
費
税
も
含
み
ま
す

・
上
限
額
は
5
，
0
0
0
円

※
補
助
金
の
交
付
は
１
世
帯
１
回
限

り
で
す

○
申
請
方
法

　
生
活
環
境
課（
町
役
場
１
階
）で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
対
象
者
本
人（
町
に
住
民
登

録
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方
）ま
た
は
住

民
票
上
の
世
帯
が
同
一
で
あ
る
家
族

で
も
可
能
で
す

※
詳
細
は
左
記
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

《
共
有
事
項
》

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
く
ら
し
安

心
係　
☎（
81
）1
8
2
6

　
近
隣
や
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
な
く
、
楽
し
く
愛
犬
と
暮
ら

す
た
め
に
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
犬
の
登
録
は
飼
い
主
の
義
務
で
す

　
新
し
く
犬
の
飼
い
主
に
な
る
場
合
、

飼
い
主
は
飼
い
始
め
て
か
ら
30
日
以

内
に（
生
後
90
日
以
内
の
子
犬
の
場
合

は
、
生
後
90
日
を
経
過
し
て
か
ら
30

日
以
内
に
）、
生
活
環
境
課
窓
口
で
登

録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
狂

犬
病
予
防
法
第
4
条
第
1
項
）

　
登
録
の
際
に
交
付
さ
れ
る
鑑
札
は
、

首
輪
な
ど
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
手
数
料　
3
，
0
0
0
円

○
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う

　
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
に
毎
年
1
回

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
狂
犬
病
予
防
法

第
5
条
）

　
町
で
実
施
す
る
春
と
秋
の
集
合
注

射
会
場
や
町
内
の
動
物
病
院
で
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
る
と
、
注
射
済

票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
外
の
動
物
病
院
で
予
防

注
射
を
し
た
場
合
は
、
動
物
病
院
に

よ
っ
て
注
射
済
票
が
交
付
さ
れ
る

か
、
ま
た
は
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施

証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
実
施
証

明
書
が
交
付
さ
れ
た
場
合
は
、
生
活

－ 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください －

通報フォーム

町公式
ウェブサイト

刃
物
研
ぎ
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
異
常
通
報
フ

ォ
ー
ム
に
つ
い
て

運
転
免
許
の
自
主
返
納
支
援
に

つ
い
て

特
殊
詐
欺
対
策
電
話
機
等
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

10
月
は
正
し
い
犬
の
飼
い
方
強

調
月
間
で
す
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お し ら せ

－ 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください －

環
境
課
窓
口
で
注
射
済
票
の
交
付
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
集
合
注
射
費
用　
3
，
6
0
0
円

※
動
物
病
院
で
の
注
射
代
金
は
、
各

動
物
病
院
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い

・
注
射
済
票
交
付
手
数
料　
5
5
0

円○
犬
の
登
録
事
項
が
変
わ
っ
た
と
き

　
次
の
事
項
が
変
更
と
な
っ
た
場
合

は
、
生
活
環
境
課
窓
口
で
変
更
の
届

出
が
必
要
で
す
。（
狂
犬
病
予
防
法
第

4
条
第
5
項
）

・
犬
の
所
在
地　
・
犬
の
所
有
者

・
犬
の
所
有
者
の
氏
名
ま
た
は
住
所

○
町
で
登
録
し
て
い
る
犬
が
町
外
に

引
っ
越
し
す
る
と
き

　
転
出
先
の
市
区
町
村（
役
所
・
役

場
）
で
30
日
以
内
に
変
更
の
届
出
が

必
要
で
す
。（
狂
犬
病
予
防
法
第
4
条

第
4
項
）町
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
鑑

札
を
転
出
先
の
担
当
課
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
他
の
市
区
町
村
で
登
録
し
て
い
る

犬
が
町
に
引
っ
越
し
し
た
と
き

　
生
活
環
境
課
窓
口
で
、
転
入
後
30

日
以
内
に
変
更
の
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
狂
犬
病
予
防
法
第
4
条
第
4

項
）以
前
登
録
し
て
い
た
市
区
町
村
か

ら
交
付
を
受
け
た
鑑
札
を
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
が
死
亡
し
た
と
き

　
犬
の
鑑
札
お
よ
び
注
射
済
票
を
持

参
し
、
生
活
環
境
課
窓
口
に
届
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
狂
犬
病
予
防
法
第
4

条
第
4
項
）

○
犬
を
放
し
飼
い
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
犬
を
野
外
で
飼
う
場
合
、
お
り
に

入
れ
る
か
鎖
等
で
つ
な
ぐ
な
ど
、
必

ず
係
留
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散
歩

の
と
き
は
必
ず
引
き
綱
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。（
県
条
例
）

○
散
歩
中
に
「
ふ
ん
」
を
し
た
と
き

は
必
ず
持
ち
帰
る
こ
と

　
散
歩
中
に
犬
が
「
ふ
ん
」
を
し
た

場
合
は
、
飼
い
主
が
必
ず
持
ち
帰
り
、

適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。（
県
条

例
、
町
条
例
）ま
た
、
散
歩
の
と
き
は

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ス
コ
ッ

プ
、
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

必
ず
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
飼
い
犬
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

・
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
、

負
傷
し
た
犬
の
保
護
、
咬
傷
事
故
等

に
つ
い
て　
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導

セ
ン
タ
ー　
☎
0
2
8（
6
8
4
）５

４
５
８

・
届
出
窓
口
・
問
合
せ　
生
活
環
境

課
環
境
保
全
係　
☎（
81
）1
8
3
4

　
「
川
の
日
を
国
民
の
祝
日
に
し
よ
う

会
」
で
は
、
健
康
増
進
や
運
動
不
足

の
解
消
に
役
立
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
は
町
の
河

岸
め
ぐ
り
お
よ
び
歴
史
散
策
を
５

㎞
・
10
㎞
の
２
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
選

ん
で
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。

※
町
内
外
在
住
者
ど
な
た
で
も
無
料

で
参
加
で
き
ま
す

○
日
時　
11
月
８
日（
日
）午
前
８
時

30
分
集
合　
午
前
９
時
開
始

※
小
雨
決
行　
荒
天
の
場
合
は
、
11

月
15
日（
日
）に
順
延

○
場
所　
東
雲
公
園
ふ
れ
あ
い
交
流

館
前（
発
着
）

○
主
催　
川
の
日
を
国
民
の
祝
日
に

し
よ
う
会

○
後
援　
壬
生
町

○
申
込
方
法　
左
記
二
次
元
コ
ー
ド

ま
た
は
電
話
に
て
受
付（
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

○
申
込　
町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
み

ぶ
り
ん（
月
曜・祝
日
休
館
）　
☎（
21
）

8
7
3
1

◎
問
合
せ　
川
の
日
を
国
民
の
祝
日

に
し
よ
う
会　
手
塚　
☎
0
9
0（
8

3
1
9
）0
7
2
2

○
宇
都
宮
会
場

・
日
時　

10
月
７
日（
水
）午
後
１
時

〜
７
時（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
ま

で
）

・
場
所　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
宇
都

宮
店（
宇
都
宮
市
陽
東
６
ー
２
ー
１
）

・
相
談
員　
県
労
働
委
員
会
委
員（
弁

護
士
等
）、
法
テ
ラ
ス
栃
木（
弁
護
士
）

○
小
山
会
場

・
日
時　

10
月
25
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時（
受
付
は
午
後
３
時
30
分

ま
で
）

・
場
所　
小
山
市
立
中
央
公
民
館（
小

山
市
中
央
町
１
ー
１
ー
１
）　
小
山
市

役
所
に
隣
接

・
相
談
員　
県
労
働
委
員
会
委
員（
弁

護
士
等
）、法
テ
ラ
ス
栃
木（
弁
護
士
）

○
大
田
原
会
場

・
日
時　

12
月
８
日（
火
）午
後
１
時

〜
４
時（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま

で
）

・
場
所　
ト
コ
ト
コ
大
田
原（
大
田
原

市
中
央
１
ー
３
ー
1
5
）　
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー

・
相
談
員　
県
労
働
委
員
会
委
員（
弁

護
士
等
）

○
県
庁
会
場

・
日
時　
令
和
９
年
１
月
21
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時（
受
付
は
午
後
３
時

30
分
ま
で
）

・
場
所　
栃
木
県
庁（
宇
都
宮
市
塙
田

１
ー
１
ー
20
）

・
相
談
員　
県
労
働
委
員
会
委
員（
弁

護
士
等
）

○
相
談
内
容　
労
使
関
係
の
ト
ラ
ブ

ル　※
事
業
主
の
方
も
、
遠
慮
な
く
相
談

し
て
く
だ
さ
い

○
予
約
方
法　

1
．
労
働
相
談
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約（
周
知
月
間
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
予
約
）

2
．「
栃
木
県
労
委　
無
料
労
働
相

談
」
で
検
索

3
．
左
記
二
次
元
コ
ー
ド

 

○
そ
の
他　
無
料
、
予
約
者
優
先
、

相
談
時
間
30
分
以
内（
目
安
）

◎
問
合
せ　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
2
8（
6
2
3
）3
3
3
7

　
お
ひ
と
り
50
分
で
、
就
職
活
動（
応

募
書
類
や
面
接
等
）や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

な
ど
の
悩
み
事
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

○
日
時　
11
月
19
日（
木
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時
50
分

○
場
所　
町
役
場　
1
0
2
会
議
室

○
対
象

・
結
婚
・
出
産
・
育
児
な
ど
で
離
職

し
、
再
就
職
を
目
指
す
方

・
定
年
退
職
後
も
ま
だ
ま
だ
働
き
た

い
方

・
新
た
に
職
探
し
を
し
た
い
方

・
今
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
職
業
選

択
で
迷
っ
て
い
る
方 

な
ど

第
３
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
実

施
に
つ
い
て

申込フォーム

県ウェブ
サイト

商
工
観
光
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

県
労
働
委
員
会
委
員
等
に
よ
る

無
料
労
働
相
談
会
に
つ
い
て

【
栃
木
県
】
女
性
や
シ
ニ
ア
等

の
求
職
者
対
象
個
別
相
談
会
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県ウェブサイト

○
定
員　
先
着
５
名（
原
則
、
事
前
申

込
み
と
な
り
ま
す
）

○
費
用　
無
料

○
申
込
方
法　

氏
名
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
二

次
元
コ
ー
ド
の
い
ず
れ
か
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

◎
問
合
せ　
（
株
）ワ
ー
ク
エ
ン
ト
リ
ー

栃
木
事
業
部（
運
営
事
務
局
）（
宇
都
宮

市
松
が
峰
2
ー
4
ー
7
）　
☎
0
2
8

（
6
1
2
）8
6
4
3　
F
A
X　
0
2
8

（
6
1
2
）8
6
4
5　
メ
ー
ル　

shuro
shien@

w
e-tochigi.sakura.ne.jp

　
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取
税
の

脱
税
を
目
的
に
、
軽
油
の
代
替
燃
料

と
し
て
灯
油
や
重
油
を
混
和
す
る
等

し
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

※

知
事
の
承
認
を
受
け
ず
に
自
動
車

の
燃
料
と
し
て
灯
油
や
重
油
等
を
使

用
す
る
と
、
罰
則
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

　
不
正
軽
油
に
関
わ
る
者
は
、
す
べ

て
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
は
、｢

不

正
軽
油
1
1
0
番（
左
記
問
合
せ
）ま

た
は
県
不
正
軽
油
1
1
0
番
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
内
「
不
正
軽
油
1
1
0
番
情

報
提
供
フ
ォ
ー
ム
」
に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。 　

◎
問
合
せ　
栃
木
県
税
事
務
所
不
動

産
評
価
・
軽
油
担
当　
☎（
23
）3
8
6

2
　
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
次
の
と
お

り
実
施
す
る
た
め
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
器
お
よ

び
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
お
客
様

に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
期
間　
11
月
１
日（
日
）〜
10
日（
火
）

○
特
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
事
項

・
期
間
中
、
愛
犬
は
出
入
口
や
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
所
に
つ

な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
鉄
板
、

資
材
、
植
木
鉢
、
車
、
洗
濯
機
な
ど
）

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
き
れ

い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。（
水
、

砂
、
泥
、
ゴ
ミ
な
ど
）　　
　

・
家
屋
の
増
改
築
の
際
は
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の

給
水
装
置（
給
水
管
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
等
）に
つ
い
て
は
、
お
客
様
の
管

理
区
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
部

分
に
つ
い
て
の
漏
水
等
の
修
繕
は
、

お
客
様
に
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
３
か
月
に
１
度
、
水
道
水
の
放
射

性
物
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。な
お
、

放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
安
心
し
て
使
用
い
た
だ
け

ま
す
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
水
道
課　
☎（
82
）2
2

6
0（
徴
収
事
務
受
託
者　
（
株
）日
本

ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
）

　
「
信
頼
で
き
る
事
業
者
が
分
か
ら
な

い
」
等
の
住
宅
の
耐
震
化
に
対
す
る

不
安
を
払
拭
し
、
所
有
者
が
安
心
し

て
耐
震
改
修
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

栃
木
県
で
は
令
和
８
年
度
秋
頃
よ
り

栃
木
県
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
者

登
録
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
講
習
会
を
受
講
し
た
設
計
事
業
者

お
よ
び
施
工
事
業
者
を
県
木
造
住
宅

耐
震
改
修
事
業
者
と
し
て
登
録（
登
録

証
交
付
）し
、
登
録
名
簿
を
県
お
よ
び

市
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
ま

す
。

○
日
付　
10
月
22
日（
木
）

○
場
所　
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

○
対
象
事
業
者　

〈
設
計
事
業
者
〉
次
の
全
て
に
該
当

・
栃
木
県
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定

者・建
築
士
事
務
所
に
所
属
す
る
方

〈
施
工
事
業
者
〉
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当

・
建
設
業
許
可（
建
築
一
式
、
大
工
工

事
）を
有
す
る
事
業
所
に
所
属
す
る
方

・
商
工
会
議
所
に
加
入
し
て
い
る
事

業
所
に
所
属
す
る
方

・
商
工
会
に
加
入
し
て
い
る
事
業
所

に
所
属
す
る
方

※
所
属
事
業
所
は
県
内
に
本
店
ま
た

は
支
店
が
あ
り
、
建
築
工
事
に
関
す

る
業
務
を
行
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す

○
申
込
み
期
間　
９
月
上
旬
〜
10
月

上
旬

○
定
員　
50
人

※
詳
細
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い

　
栃
木
県
で
は
、
河
川
内
に
繁
茂
し

て
い
る
樹
木
に
つ
い
て
、
民
間
と

協
働
し
た
樹
木
伐
採
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
個
人
・
団

体
問
わ
ず
、
本
人
が
伐
採
し
、
持
ち

帰
っ
て
も
ら
え
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

（
無
償
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
ま
た
は
各
土
木
事
務
所
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
確
認
し
、
所
定
の
様
式
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
応
募
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　
10
月
２
日（
金
）〜
16

日（
金
）

◎
問
合
せ　
県
河
川
課　
☎
0
2
8

（
6
2
3
）2
4
4
4

　
県
栃
木
土
木
事
務
所　
☎（
23
）3
5

9
3

申込フォーム

情報提供フォーム

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら

の
お
し
ら
せ

毎
年
10
月
は
全
国
不
正
軽
油
撲

滅
強
化
月
間
で
す

水
道
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
つ
い
て

建
設
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

公
募
型
樹
木
伐
採
の
実
施
に
つ

い
て

都
市
計
画
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

栃
木
県
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

者
登
録
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の
給
水
装

置
の
漏
水
に
つ
い
て

放
射
性
物
質
測
定
結
果
に
つ
い
て

38
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栃
木
県
育
英
会
で
は
、
月
額
貸
与
奨

学
生
、
入
学
一
時
金
奨
学
生
お
よ
び
東

京
学
生
寮
入
寮
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象
者

・
月
額
貸
与
奨
学
生
お
よ
び
入
学
一

時
金
奨
学
生
：
令
和
９
年
度
に
高
校

等
ま
た
は
大
学
等
へ
進
学
予
定
の
人

・
東
京
学
生
寮
入
寮
者
：
令
和
９
年

度
に
大
学
等
へ
進
学
予
定
の
人

○
募
集
期
間　
10
月
1
日（
木
）〜
11

月
13
日（
金
）

○
願
書
等
配
布
先

　
9
月
上
旬
頃
、
県
内
各
中
学
校
、

高
等
学
校
、
市
町
教
育
委
員
会
等
に

配
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、
配
布
に
合
わ
せ
て
、
本
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
願
書
等
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

○
令
和
９
年
度
募
集
の
変
更
点

・
大
学
等
の
月
額
貸
与
奨
学
生
に
つ

い
て
、
一
般
奨
学
生
の
貸
与
月
額
を

増
額

自
宅
通
学
：
月
額
3
3
，
0
0
0
円

（
増
額
前
↓
3
0
，
0
0
0
円
）

自
宅
外
通
学
：
月
額
4
2
，
0
0
0

円
（
増
額
前
↓
3
8
，
0
0
0
円
）

・
青
木
奨
学
生（
大
学
）の
成
績
要
件

を
緩
和

　
在
学
校
ま
た
は
出
身
校
に
お
け
る

全
学
年
を
通
じ
た
学
習
成
績
評
定
平

均
値
が
、
5
段
階
評
価
で
4
・
0
以

上
で
あ
る
人（
緩
和
前
↓
4
・
7
以

上
）

○
お
願
い

　
県
育
英
会
で
は
、
奨
学
金
の
貸
付

原
資
と
な
る
善
意
の
寄
附
金
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
1
人
で
も
多
く
の
方
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
寄
附
金
の
振
込
書
に
つ
い

て
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
教
育
委
員

会
等
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

も
振
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

で
す
。

　
詳
細
は
、
電
話
で
問
合
せ
て
く
だ

さ
い
。

◎
問
合
せ　
県
育
英
会
事
務
局　
☎

0
2
8（
6
2
3
）3
4
5
9　
F
A
X

0
2
8（
6
2
1
）8
8
2
1

○
日
時　
11
月
14
日（
土
）午
前
10
時

〜
正
午

○
場
所　
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

（
栃
木
市
皆
川
城
内
町
1
0
5
3
）

○
対
象　
地
域
の
方
や
企
業
、
福
祉

施
設
の
方
な
ど

○
内
容　
【
小
学
部
】
ス
テ
ー
ジ
発
表

【
中
学
部
、
高
等
部
】
作
業
製
品
卸

売
、
模
擬
店
な
ど

○
申
込　
不
要

○
持
ち
物　
上
履
き
・
ビ
ニ
ー
ル
袋

（
上
履
き
を
入
れ
る
用
）

◎
問
合
せ　
県
立
栃
木
特
別
支
援
学

校　
☎（
24
）7
5
7
5

○
日
時　
令
和
９
年
1
月
10
日（
日
）

受
付
：
午
前
９
時
〜
９
時
45
分　
式

典
・
記
念
写
真
撮
影
等
：
午
前
10
時

〜
正
午 

○
場
所　
城
址
公
園
ホ
ー
ル（
壬
生
中

央
公
民
館
）大
ホ
ー
ル 

○
対
象　
平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

○
案
内
状　
９
月
下
旬
に
「
案
内
は

が
き
」
を
郵
送
し
ま
す
。

※
町
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い

方
で
、
本
町
で
の
出
席
を
希
望
す
る

場
合
に
は
左
記
問
合
せ
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

〈
申
し
出
事
項
〉　
氏
名
、生
年
月
日
、

住
所
、
電
話
番
号
、
世
帯
主
名
、
卒

業
し
た
中
学
校
名　
　

◎
問
合
せ　
町
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係　
☎（
81
）

1
8
7
3　
F
A
X（
82
）0
9
3
5

メ
ー
ル　

gakusyu@
tow
n.m
ibu.

tochigi.jp

○
日
時　

11
月
１
日（
日
）　
開
場
：

午
後
１
時　
開
演
：
午
後
１
時
30
分

（
予
定
）

○
場
所　
城
址
公
園
ホ
ー
ル（
壬
生
中

央
公
民
館
）大
ホ
ー
ル

○
内
容

・
青
少
年
健
全
育
成
標
語
表
彰
式

・
町
内
中
学
校
に
よ
る
演
奏
会（
出
演
：

壬
生
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
南
犬
飼
中

学
校
吹
奏
楽
部
）

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
不
要

○
主
催　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
共
催　
町
・
町
教
育
委
員
会
・
壬
生

町
青
少
年
問
題
協
議
会
・
壬
生
町
青

少
年
健
全
育
成
実
施
委
員
会
）

◎
問
合
せ　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係　
☎（
81
）1
8
7
3

　
ま
ち
か
ど
文
庫
で
は
、秋
の
読
書
週

間（
10
月
27
日（
火
）〜
11
月
９
日（
月
））

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ま
ち
か
ど
文

庫
の
来
館
者
の
皆
さ
ん
に
粗
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
ち
か
ど
文

庫
に
は
、
た
く
さ
ん
の
本
が
あ
る
た

め
、
秋
の
夜
長
に
本
を
読
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

○
配
布
日
時　
10
月
27
日（
火
）〜
無

く
な
り
次
第
終
了

○
場
所　
南
犬
飼
地
区
公
民
館
分
館

の
１
階
ま
ち
か
ど
文
庫
窓
口

○
開
館
時
間　
火
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

土
曜
日
、
日
曜
日　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

○
休
館
日　
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始

　
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
は
白
磁
の
陶
器
に

シ
ー
ル
感
覚
で
使
え
る
転
写
紙
で
絵

付
け
す
る
手
工
芸
で
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
、
自
分
だ

け
の
食
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

小
学
生
か
ら
大
人
が
使
え
る
食
器
を

用
意
す
る
た
め
、
保
護
者
の
方
も
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
５
日（
土
）午
前
10
時

〜
正
午

○
場
所　
南
犬
飼
地
区
公
民
館
分
館

　
ま
ち
か
ど
文
庫

○
対
象　
小
学
生（
※
保
護
者
も
参
加

可
）

○
募
集
人
数　
10
名
程
度

○
申
込　
10
月
31
日（
土
）午
後
２
時

〜　
南
犬
飼
地
区
公
民
館
分
館　
ま

ち
か
ど
文
庫
で
受
付

※
先
着
順（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終

了
）

（公財）県育英会
ウェブサイト

学
校
教
育
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

奨
学
生
お
よ
び
入
寮
者
の
募
集

に
つ
い
て

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

第
78
回
壬
生
町
二
十
歳
の
集
い

の
案
内

栃
木
特
別
支
援
学
校
し
ら
さ
ぎ

祭（
学
校
祭
）に
つ
い
て

青
少
年
健
全
育
成
　
第
13
回
み

ぶ
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
6

秋
の
読
書
週
間
　
ま
ち
か
ど
文

庫
に
行
こ
う

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
　
あ
な
た
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
器
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
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お し ら せ

－ 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください －

※
電
話
に
よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ

ん※
申
込
者
数
が
少
な
い
場
合
は
、
講

座
が
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

○
教
材
費　
１
作
品
1
，
3
0
0
円

〜
2
，
0
0
0
円（
食
器
の
種
類
、
大

き
さ
に
よ
っ
て
値
段
が
違
う
た
め
、

当
日
選
ん
で
く
だ
さ
い
。）

※
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す

※
作
成
し
た
器
は
後
日
お
渡
し
と
な

り
ま
す

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
ま
ち
か
ど
文
庫　
☎（
86
）

4
4
0
1

　
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
毎
月
３
回
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
日
を

設
け
て
い
ま
す
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日
時

○
場
所　
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム

○
使
用
料
金　
一
人
に
つ
き
１
時
間

1
5
0
円（
ゆ
う
が
お
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
会
員
は
1
時
間
1
0
0
円
）

※
使
用
料
金
の
み
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す

◎
問
合
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施
設

係　
☎（
82
）2
3
4
5

　
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
部
で
は
、
誰
に
で
も

楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
65

歳
〜
90
歳
の
会
員
50
名
が
、
毎
週
、

日
・
火
・
金
曜
日
に
定
期
練
習
を
実

施
し
、
年
７
回
練
習
の
成
果
を
確
認

す
る
た
め
大
会
を
開
催
し
健
康
増
進

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト・バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
、

狭
い
場
所
で
も
手
軽
に
ゴ
ル
フ
の
爽

快
感
を
体
験
で
き
る
唯
一
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

○
日
時　
11
月
24
日（
火
）、 

27
日（
金
）、

29
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
前
11
時

○
場
所　
壬
生
町
総
合
公
園
陸
上
競

技
場
北
側
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
場

○
服
装　
運
動
が
で
き
る
服
装
で
帽

子
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
用
具　
必
要
な
用
具（
ク
ラ
ブ
・

ボ
ー
ル
・
マ
ッ
ト
）は
貸
出
し
ま
す
。

○
参
加
対
象　
町
内
在
住
の
方（
中
学

生
以
上
）

○
参
加
費　
無
料

○
申
込
方
法　
申
込
む
方
は
、
町
ス

ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局（
総
合
運
動
場
体

育
館
内
）　
☎（
82
）2
3
4
5
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
町
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
協
会　
大
塚
孝
次　
☎（
82
）

1
0
5
8

　
長
井
孝
治　
☎（
82
）2
8
9
6

○
日
時　
11
月
8
日（
日
）　
集
合
時

間
：
午
前
８
時
30
分　
競
技
開
始
：

午
前
９
時　
※
予
備
日
な
し

○
会
場　
町
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト　
Ａ
〜
Ｆ
コ
ー
ト
使
用
予
定 

○
試
合
方
法　
オ
ー
プ
ン
の
大
会
と

す
る 

○
参
加
資
格　
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
男
女

小
学
生
以
上
の
町
内
在
学
の
児
童
・

生
徒 　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
推
薦
団
体

お
よ
び
個
人 

○
参
加
申
込　
11
月
3
日（
火
）ま
で

に
、
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
事
務
局
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

◎
問
合
せ　
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
事

務
局　
大
塚
春
海　
☎（
82
）9
8
3
2

（
携
帯
☎
0
9
0（
9
0
0
3
）9
5
3

5
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら
の

お
し
ら
せ

町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指

導
日

令
和
８
年
度　
第
２
回
タ
ー
ゲ

ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
体
験
会

の
開
催
に
つ
い
て

町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
開
催
に

つ
い
て

な
が
　
い
　
こ
う
　
じ

お
お 

つ
か
　こ
う
　じ

お
お 

つ
か
　は
る
　み
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・
10
月
14
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午
、

　
午
後
1
時
〜
3
時

・
10
月
18
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午
、

　
午
後
1
時
〜
3
時

・
10
月
22
日（
木
）午
後
３
時
〜
７
時

・
11
月
10
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
、

　
午
後
1
時
〜
3
時

・
11
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午
、

　
午
後
1
時
〜
3
時

・
11
月
26
日（
木
）午
後
３
時
〜
７
時



お し ら せ

児童館からのおしらせ児童館からのおしらせ

－ 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください －

ファミリー・サポート・センター講習会
乳幼児の生活と遊び　参加者募集

ベビーサークル　参加者募集
　出産おめでとうございます！
　赤ちゃんの初めてのおでかけに子育て支援セン
ターひよこに来てみません？保健師による講話と
赤ちゃんとの触れ合い遊び、体操などみんなで楽
しく遊んでみましょう！赤ちゃんの気になる体重
を測定したり、ちょっとした不安や悩みを子育て
の仲間と共有するのもいいですね。育児休暇中の
パパの参加もお待ちしています。
○日　時　11月24日(火)午前10時～11時
○場　所　町保健福祉センター２階
○内　容　保健師による健康講話、親子触れ合い
　　　　　遊び・情報交換等
○対　象　生後２か月～６か月くらいの
　　　　　赤ちゃんと保護者
○募集人数　定員８組程度　
○申　込　10月２日(金)～
　　　　　右記申込フォームより
○持ち物　バスタオル・タオル・お気に入りのおも
　　　　　ちゃ・水分補給用飲み物（ミルク等）
◎問合せ　子育て支援センターひよこ
　　　　　☎(82)3309
　　　　　（午前９時～午後４時30分）

　子どもが元気にすくすく育つために役立つ講話で
す。和やかな雰囲気の中で保護者がホッと笑顔にな
れ、元気をもらえるひとときです。一緒に楽しく学びま
しょう。
◯日　時　11月25日(水)午前10時～正午
◯場　所　子育て支援センターつばめ
◯内　容　講話と遊びの紹介など
◯講　師　子育てコンシェルジュ　荒井千幸氏
◯対　象　町内在住未就学児親子およびファミリー
　　　　　サポートセンター協力会員
◯定　員　親子15組程度
◯申　込　10月19日(月)～
　　　　　右記申込フォームより
※動きやすい服装でお越しください
◯持ち物　水分補給用飲み物等
◎問合せ　子育て支援センターつばめ
　　　　　☎（86）0132（午前９時～午後４時30分）

子育て支援センター

つ ば め
子育て支援センター

ひよ こ

あら い   ち  ゆき
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　小物作りをきっかけに子育て・
ママ友づくりを応援します。
○日　時　10月16日（金）
　　　　　午前９時45分～10時45分　４組
　　　　　午前10時45分～11時45分　４組
○場　所　町児童館
○内　容　クラフトタイム・自由遊び
○対　象　未就園児親子　８組
○参加費　無料
○申　込　10月１日（木）～
　　　　　右記申込フォームより 
○持ち物　タオル・水分補給用飲み物

マミータイム
ペットボトルキャップを使ったネームチャーム ○日　　   時　11月 7日（土）　

　　　　　　　①午前9時30分～10時30分
　　　　　　　②午前11時00分～正午
○場        所　町児童館
○内　 　 容　ゲームなど
○対象・定員　町内在住の方
　　　　　　　①未就学児　20名（保護者同伴）
　　　　　　　②小学生・中学生　30名　　
○参  加   費　100 円（当日集金します）
○申　 　 込　10月 1日（木）～
　　　　　　　右記申込フォームより
○持  ち  物　室内履き・ハンカチ・
　　　　　　　水分補給用飲み物

「秋まつり」参加者募集

児童館開館時間　10月～3月　午前８時30分～午後５時
※10月19日（月）の午前～10月23日（金）の午後は、令和９年度保育園入園申込面接のため、図書室の利用はで
きません
※11月６日（金）は13時から秋まつりの準備があるため全館利用できません
※11月７日（土）は児童館秋まつりを開催します
　参加は事前に申込をした町内在住の方のみで、対象外の方は利用できません
　午後は２時から開館しますが、館内清掃のため和室・工作室は利用できません（ホール・図書室は利用可）
※11月９日（月）は午前中館内清掃のため全館利用できません
　午後１時から通常開館となります
《共通事項》
◎問合せ　町児童館　☎（82）7388（午前９時 30分～午後５時）

10月・11月の児童館利用についてのお知らせ



お し ら せ

－ 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください －

図書館からのおしらせ図書館からのおしらせ
○移動図書館（BM）10月の日程

睦小学校 午後１時～３時１ 日（木）
藤井小学校 午後１時～2時２ 日（金）
壬生北小学校 午後１時～2時６ 日（火）
羽生田小学校 午後１時～2時８ 日（木）
壬生東小学校 午後１時～3時16日（金）
稲葉小学校 午後１時～2時22日（木）

安塚小学校 午後１時～3時28日（水）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

午後2時～4時27日（火）

○移動図書館（BM）11月の日程
睦小学校 午後１時～３時５ 日（木）

藤井小学校 午後１時～2時

６ 日（金）
壬生北小学校 午後１時～2時10日（火）
羽生田小学校 午後１時～2時12日（木）

壬生東小学校 午後１時～３時

稲葉小学校 午後１時～2時19日（木）
20日（金）

安塚小学校 午後１時～3時18日（水）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

午後2時～4時17日（火）

おはなしひろば

親子おはなし会

おはなし会10・11月の日程
　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ども
向けの読み聞かせを開催しています。

リサイクル市開催中
　町立図書館入口にリサイクル本を設置しています。
冊数制限なくどなたでも自由に持ち帰ることができます。
※除籍された本や雑誌を無料で提供しています
　なくなり次第終了となります
○日　時　9月29日（火）～10月11日(日) 
○場　所　町立図書館　風除室
※袋や箱の用意はしていません
　各自用意してください

◯日　時　10月３日・10日・17日・24日・31日
　　　　  11月７日・14日・21日・28日
　　　　　いずれも土曜日午前10時～10時30分
◯場　所　町立図書館 2階　児童室

１０月２７日（火）～１１月９日（月）は
「読書週間」です

　今年の標語は「静かだけど、冒険中。」です。
　期間中、本好きの皆さんが楽しめるようなイベント
を開催します。お子さんには、おはなし会の参加シー
ルを２倍プレゼントします。
○場　所　町立図書館

（0･1･2 才向け） 
◯日　時　10月１日・15日・11月５日・19日
　　　　　いずれも木曜日午前10時～10時30分
「赤ちゃんタイム」
　午前10時～正午は、小さなお子さんと家族が、図
書館でゆっくりと過ごすことができる時間です。
◯場　所 　町立図書館１階　赤ちゃん絵本コーナー

　東日本大震災という未曽有の災害の中、壬生町は福
島県からの避難者を受け入れるとともに、栃木県内で
唯一、被災地から発生した震災がれきの受け入れ・焼
却処理を行いました。当時の被災地や町の状況につい
てお話しいただきます。
○日　時　11月11日(水)午前10時～11時
○場　所　町立図書館２階　会議室
○講　師　鈴木良男氏
○定　員　30名(先着順)
○参加費　無料
○申　込　10月24日(土)午前９時より、図書館カウ
　　　　ンターまたは電話にて申込んでください。

歴史講座
「東日本大震災から１５年

－壬生町の震災支援の記録－」

すず  き  よし  お

出張カフェ

◎問合せ　壬生町立図書館（指定管理者 ㈱図書館流通センター）☎（82）8543
○開館時間　午前９時～午後７時
○休館日　月曜日（祝日の場合は開館、夏休み期間中は休館日なし）、年末年始、特別整理期間 公式Ｘ図書館公式

ウェブサイト

ヨシノハコーヒー
　毎月第２・第３・第４土曜日に町立図書館前にヨシ
ノハコーヒーが出店します。自家焙煎豆を使った珈琲
で、皆さんもほっと一息つきませんか。
※図書館内では、１階の雑誌コーナー、２階のバルコ
ニー・休憩コーナーで飲むことができます
○日　時　10月10日・17日・24日
　　　　　いずれも土曜日午前10時～午後３時

nowa’s cafe(ノワースカフェ)
　町立図書館前にノワースカフェが出店します。焼き
たてのキッシュとパイで、おなかを満たしませんか。
※図書館内では、２階のバルコニー・休憩コーナーで
食べることができます
○日　時　10月10日(土)午前10時～午後３時
《共通事項》
○場　所　町立図書館入口前
※日程が変更になる場合があります
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お し ら せ

人権・行政相談

その他

相談内容

場　所
日　時

役場103会議室
10月15日（木）午後１時30分～３時

日　時 10月17日（土）午前10時～正午

　相談無料・秘密厳守 気軽に相談してください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申　込
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

心配ごと特別相談（弁護士無料相談）

町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

申込方法

対　象 町内在住　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

相談員
場　所

日　時

　国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
も利用してください。☎0570（078）374

弁護士

電話予約受付（先着順）
10月５日（月）
午前８時30分～

11月９日（月）
午前８時30分～

10月８日（木）
午前 10時～正午

11月12日（木）
午前10時～正午

申　込
問合せ

町保健福祉センター２階　録音室 「人権相談」
　ひとりで悩んでいませんか？
　毎日の生活の中で、差別、いじめ、職場で
の嫌がらせ、虐待、DVなどで思い悩むこと
がある場合、人権擁護委員に人権相談をする
ことができます。
「行政相談」
　医療保険、年金、道路等、行政についての苦
情、要望等の相談を受け付けています。行政相
談委員に行政相談をすることができます。
　相談員は本町の下記行政相談委員です。
　相田喜久夫 氏　☎（82）0603
　粂川　元一 氏　☎（86）3869
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　相続全般ほか「相続登記義務化」、おひとり
様や認知症に備えた生前対策、ほか法律相談

司法書士相談

相談内容

日　時

役場103会議室

申込方法
電話予約受付（先着順）

対　象 町内在住者

場　所

申　込
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

相談員 司法書士

10月21日（水）
午後２時～４時

11月18日（水）
午後２時～４時

10月１日（木）
午前８時30分～

11月２日（月）
午前８時30分～

１回の相談時間は30分です。

－ 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください －

消費生活相談
日　時

相談員 消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時

対　象 町内在住者

町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 町消費生活センター（役場庁舎内）

相続、遺言、農地転用、開発行為等の手続き

行政書士相談

相談内容

日　時

役場103会議室

申込方法
電話予約受付（先着順）

対　象 町内在住者

場　所

申　込
問合せ

申　込
問合せ生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

相談員 行政書士

10月28日（水）
午後２時～４時

11月25日（水）
午後２時～４時

10月１日（木）
午前８時30分～

11月２日（月）
午前８時30分～

１回の相談時間は30分です。

相続・遺言・土地利用・農地転用等官公署に
提出する書類の作成

行政書士制度広報月間における
無料相談会

相談内容

町民活動支援センターみぶりん場　所

問合せ 町民活動支援センターみぶりん　☎(21)8731　

相談員 行政書士

その他 申込不要
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壬生町防災行政無線システムについて

総務課消防防災係　☎（81）1808壬生町防災行政無線に関する問合せは

　役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携
帯電話やパソコンなどにメールで配信します。
　事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録
方法は、携帯電話・パソコンなどから右記二次元コードや
下記ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

二次元コード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

☎（82）9000

　「放送されていることに途中で気付いた」
「風が強くて放送内容がよく聞こえなかった」
という場合は、次の番号に電話すると放送内容
を聞くことができます。

　心に不安がある方や悩み、ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を行っています。

本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
二次元コードを読み取るか、URLを入力して登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

こころの相談@とちぎ

いのちの電話自殺予防 救急医療相談電話精神科

☎0120（783）556

※発熱やせき・息切れ、強いだるさ（倦怠感）などの症状がある場合は、直接受診する前に、医療機関に電話相談し、
指示を受けてください

◆栃木地区急患センター 栃木市境町27-15　☎（22）8699

※受付は、診療時間終了30分前までに済ませてください

◆『とちまる救急安心電話相談』急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。
月曜日～金曜日　午後４時～翌朝 午前10時
土・日・祝休日　24時間
☎028（623）3344　プッシュ回線＃7119

月曜日～金曜日　午後４時～翌朝 午前10時
土・日・祝休日　24時間
☎028（623）3511　プッシュ回線＃8000

◆壬生町在宅当番医 午前９時～午後５時

大人について子どもについて

通話料金
無料

※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください

日　付

診療日時

病　院　名 診療科目 住　　所 電話番号
10月  ４日（日）
10月11日（日）
10月12日（月）
10月18日（日）
10月25日（日）
11月  １日（日）
11月  ３日（火）
11月  ８日（日）
11月15日（日）

かとう小児科
グリーンクリニック
石田消化器科・内科クリニック
福井セントラルクリニック
大久保クリニック
壬生東診療所
荒川内科クリニック
にしやま内科クリニック
高橋とおるクリニック

平日（月～土曜日） 午後７時～10時　内科のみ

休日（日曜日・祝日・年末年始）
内　科　午前９時～午後９時
外　科　午前９時～午後５時
小児科　午後６時～９時

内・小児
内
内
内・小児
内
内
内
内
内・外

落合3-7-30
緑町3-9-15
壬生丁259-7
おもちゃのまち2-4-8
落合3-4-7
藤井1285-14
安塚1184-10
安塚765-15
寿町5-3

（82）7576
（86）3966
（82）7877
（86）6624
（81）0880
（82）5800
（86）0501
（86）6000
（25）5881

日　　時

相談内容

相談時間
相談方法

相談番号
自殺予防相談

毎日　　 　午後４時～９時
毎月10日　午前８時～翌日11日
　　　　　 午前８時の24時間

☎0570（666）990

日　　時

相談内容
相談番号

緊急に必要な精神医療相談

平日　午後５時～翌朝８時30分
土日・祝日・年末年始（12/29～1/3）
24時間

日・火・木曜日　午後６時～10時

－ 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください － 44



毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります
　（詳細は県ウェブサイト参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課　☎（81）1873

10月16日～11月15日 ◎イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを確認するか、
　各担当課に問合せてください。

日 曜 こども（行事名） おとな（行事名）

10月の
納税等

◉町県民税………………………………………３期
◉国民健康保険税………………………………４期
◉介護保険料……………………………………４期
◉後期高齢者医療保険料………………………４期
　　　　　　　　　　　　納期限　11月2日（月）

ふれあい
育む
家庭の日

10月

11月

ママとベビーのおしゃべりカフェ（10:00～保健福祉センター）

日

月

火

水

Aloha Marche in Mibu（町城址公園 )

未就園児親子対象教室なかよしルーム・きらきらコース（10:00～児童館）
1.6歳児健診（12:50～保健福祉センター)
おっぱい相談（10:00～保健福祉センター）
地域子育て支援活動（10:00～おもちゃのまちゆうゆ館）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

金

土

日

金

土

日

月

火

水

木

木

水道メーター検針（11/１～11/10） 

3 歳児健診（12:50 ～保健福祉センター）

秋まつり（9:30～児童館)

シルバー人材センター刃物研ぎ（９:00 ～シルバーワークプラザ役場庁舎西）

シルバー人材センター入会説明会 （13:30～町シルバーワークプラザ研修室）
窓口業務時間延長日（17:15～19:00本庁住民課・税務課・こども未来課・健康福祉課）

令和８年度企画展「海を渡った壬生の侍―ペリー来航から咸臨丸渡米―」
（町立歴史民俗資料館)

金16
土17
日18

ママと赤ちゃんの相談教室（10:00～保健福祉センター）

おっぱい相談（10:00～保健福祉センター）
地域子育て支援活動（10:00～おもちゃのまちゆうゆ館）

月

火

水

成長記録会（９:30～保健福祉センター）

成長記録会（ベビーチャピー合同 )（９:30 ～子育て支援センターつばめ）

子どもの体と心の発達について（10:00 ～子育て支援センターつばめ）
未就園児親子対象教室なかよしルーム・にこにこコース（10:00～児童館）

成長記録会（９:30～保健福祉センター）

4か月児健診（13:00～保健福祉センター)
未就園児親子対象教室なかよしルーム・きらきらコース（10:00～児童館）

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

金

土

日

月

火

水

木

木

10か月児健診（13:00～保健福祉センター）

マミータイム（9:45～児童館）

集団健診（８:30～羽生田集落農業センター） 

集団健診（８:30～稲葉地区公民館） 

30
31

金

土

シルバー人材センター刃物研ぎ（９:00～南犬飼地区公民館分館）

窓口業務時間延長日（17:15～19:00本庁住民課・税務課・こども未来課・健
康福祉課)

窓口業務時間延長日（17:15～19:00本庁住民課・税務課・こども未来課・健
康福祉課)

窓口業務時間延長日（17:15～19:00本庁住民課・税務課・こども未来課・健
康福祉課）

45

未就園児親子対象教室なかよしルーム・にこにこコース（10:00～児童館）
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【まちのうごき】●総人口 37,811人（-14）　男 18,725人（-10）　女 19,086人（-４）　●総世帯 16,967（+21）　 （　）内は前月比　令和８年８月末現在

 ん の 場み な 広

次回は12月生まれのアイドルを募集します。 10月15日(木)締切り

【必要事項】

【申込方法】

【申 込 先】

【備　　考】

　氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分かる
ように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
　町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2014122100034/
から申込みができます
役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、
子育て支援センターでも受付けています。
壬生町総務部総合政策課情報デジタル係
〒321-0292　壬生町大字壬生甲3841-１
メール　sougo@town.mibu.tochigi.jp
・町内在住の９歳以下（一緒に写っているお子さん含む）に限ります。
・複数の写真を１枚にする、ぼかす、エフェクトを加えるなどの加工は
　しないでください。
・一度掲載した写真は原則掲載できません。
・写真は掲載後、原則お返しできませんのでご了承ください。
・町子育てサイトのトップページにも写真のみ掲載します。

毎年恒例の「壬生ふるさとまつり」が、８月22日（土）、
町総合公園陸上競技場において開催され、県内外から約
30,000人もの方々が来場しました。
かんぴょう踊りには、新規の方も含め、昨年度より多くの

団体が参加され、約400人の踊り手のみなさんが櫓を中心に
幾重もの輪を作り、お囃子にあわせ踊りました。
花火大会では、各企業の協賛による花火が夜空を彩り、グ

ランドフィナーレでは、人気曲に合わせて盛大に花火が打ち
上げられました。
また翌日には、ボランティアによる会場周辺のゴミ拾いが

行われ、ふるさとまつりは幕を閉じました。協力いただいた
皆さん、ありがとうございました。

ふるさとまつり

かとう      えま

加藤 笑茉ちゃん
（R３.10.27）

かなた

夏向くん
（R１.７.５）

ひらぐり   いおり

まな
あおい

（左）平栗 衣栞ちゃん（R３.10.30）
（右）葵衣ちゃん（R８.６.９）

やまもと    めい

（左）茉奈ちゃん
（R８.３.23）
（右）山本 芽依ちゃん
（R４.10.22）

ひまり

わたなべ     めいな
（左）日舞莉ちゃん（H29.８.27）

（右）渡邉 恵彩奈ちゃん（R３.10.９）

のざわ     たいし

かなは
（左）野澤 大志くん（R３.10.１）
（右）奏羽ちゃん（R１.９.９）

たむら     ゆうや

あずさ

（左）田村 優弥くん
（R1.10.6）
（右）梓紗ちゃん
（R7.4.21）

よしば  かえで

𠮷葉 楓ちゃん
（R２.10.１）

いがらし     れん

五十嵐 蓮くん
（R７.10.14）

やまざき   かなた

山﨑 奏汰くん
（R５.10.９）

てらうち   あやね

寺内 絢音ちゃん
（R３.10.15）

あらい     ゆうと

新井 佑和くん
（R２.10.20）

かわた

川田 しずくちゃん
（R６.10.18）

わたなべ  もも

渡邊 桃ちゃん
（R６.10.19）

なからい    うる

半井 麗月ちゃん
（R６.10.５）

おちあい  しゅうか

落合 柊香ちゃん
（R７.10.２）
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